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確 ､な精度と使い良力 と さ
選･ん･で･正･か．い

ウシカタの測図器/測量機

図を測る
エクスブラン360dn

(デーツー）

■面積■線長■周囲長

を同時測定

エクスブラン360Cm
(シーツー）

■座標

■面積

■線長/辺長

■半径

■図心

■三斜面積

■角度

■円弧中心座標

■バッファ付プ

■コンピュータ
ウシカタのエクズプ弓ン 'こは翻轤のり&膿を粥”す長

II
軽快 、通産省逝定クットテサイン中小企爽庁長官糖別甘受嵩

テオ･勺0口使って便利な1分読セオドライト
■

最も小さなセオドライトで山岳や森林測量にべんりです。
その他の一般建築､土木測量などでも広く使われています。

い
<本体>■寸法124(W)×130(D)×198(H)%■重量1.8kg

<専用三脚>■重量2.6kg■格納寸法65.5cm(三段伸縮）
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新年のごあいさつ
鰄
愚社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅

会員の皆様，そして日ごろから当協会に対し数々のご支援，ご鞭燵を賜

っています関係各位に，誌上を借りて新年のごあいさつを申し上げます。

昨年は何ともいやな事件が相次ぎました。1月17日，兵庫県南部大地震、11'トヰは11Uともいやな事件が相次きました。1ﾉ117日，兵庫県南部大地震,3月20B

には想像だにしていなかったオウム真理教による「サリン事件」が発生し，一連のオ

ウム関連事件が明るみに出ました。世紀末を信ずるわけではありませんが，社会的に

はそれを思わせるようなことが多々ありました。

長らく続いている不況からは依然として脱出していないようにみられますが，経済

界にもバブル後遺症ともいうべき事件がありました。その筆頭は大和銀行ニューヨー

ク支店の不正事件で，よくありがちな一行員の不祥事にとどまらず，大和銀行の屋台

骨を揺さぶるのみか日米間の信用失墜，さらには世界経済にも重大な影響を与えるよ

うな性格のものでした。バブル崩壊後の予想された帰結として住専会社の不良債権問

題が顕在化し，そのほかにも潜在的な不良債権は相当額あるものとみられ，日本経済

全体に暗い影を落としています。国家財政も長びく不況の影響を受けて税収が落ち込

み，歳入不足が懸念されています。

自・社・さ連立の村l.ll内閣も評価は相当低いようですが，ほかに選択肢がないとい

うことなのかヨチヨチ歩きながら長続きしています。APEC大阪会議もクリントン大

統領の訪R｢l.!止という異例の事態の中で一応の成功を収めましたが，今後の日米関係

を中心とする国際関係はそう楽観はできないというべきでありましょう。

林野関係に目を転じてみますと，4月に「緑の募金」法が制定さ

れ法律的な裏づけを持ったことは慶賀すべきことでしたが，折から

の不況ムードにあって募金実績の前途はこれまたバラ色ではありま

せん。環境・緑に対する国民的関心は高いとされていますが，これ

を募金に結びつけるためには，さらなる努ｿJと長期持久戦に臨む心

構えが必要かと思います。また，今国会に提出予定の林野三法も成

立のうえ早期に効果が現れるよう期待されます。

当協会の運営状況につきましては，国有林関係に従事する会員の減少が目立ち会員

数の漸減傾向に歯止めはかかりませんが，全体としてみればおおむね順調に推移して

います。スキー場等リゾート関連の諸調査は『|立って減少しましたが，海外関係の仕

事が順調に増えたことが大きく寄与しています。地球的規模での環境問題が懸念され

緑化の重要性が指摘されていますが，気象条件の厳しい熱帯地域等での技術協力はそ

うなまやさしいものではありません。おかげさまで職員に事故なく過ぎていることは

感謝すべきことです。この一年，会員の皆様をはじめとする林業技術者集団の中心的

存在として，確実な歩みを続けてまいりたいと思います。本年もなにとぞよろしくお

願いいたします。（明るい年でありますことを願いつつ）
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：特集膵殻の膵毅ﾉグゲ人．

＊あけましておめでとうございます。本年も皆様に，より親しんでいただける誌面づくりに努めて

まいりますので，どうぞよろしくお願い申し上げます。

＊1年の計は新年号にあり。そこで本号では，会員の皆様がさまざまな情報を得ようとするとき，そ
の糸LIだけでも見いだすのに役立てていただきたく，情報の情報ガイドとして特集を組みました。
*情報は求める側もさまざま，また，求められる側も多岐にわたります。そこでいくつかの柱を立て

て，情報の情雑，特に林業界を中心として「どこにどのような情報源が？」を紹介いたします。
*今回は,用語関係図齊,書誌の書誌,学・研究会,中央林業関係団体，そして7つのネットワークシ

ステムの紹介というラインアップです。そのほかにも囲み記事を用意しましたが,取り上げるべき

ものは数限りなく，誌而は有限。機会を見ての再チャレンジをお約束することでお許しください。

*学･研究会と中央林業関係団体の記事は，アンケートを基にしています。年末の多忙時に，しかも
短時HでluI答を賜りました関係各位には，ここに厚く御礼申し上げます。

§ 〃の

『現代森林・林堆・木材辞典』(1993)

『森林家必勝新版』（1993）

『森糊航測テキストブツク最新』（1993）

『森林ハンドブック』(1995)

『特用林産ハンドフ'ツク』(1976)

『熱帯植物要I魔第3版』(1990)

『腱林水産統計"I語事典改細版』（1993）

『木材用語辞典』（1976）

『緑化技術川濡事典』(1990)

『林学検索川語集(H-災・英-n)｣(1990)

『林業機械便覧』（近刊）

『林業技術ハンドブック』(199())

『林業実務必携第3版』（1987）

『林業百科事典新版』（1971）

『林業薬剤便覧』(198-l)

r林野火災実務手引詩』（1983）
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『育苗便覧』（1958）全国1I1林極IWi協同組合連合会

『育林綜典』（196()）朝倉諜店

了機械化のビジョン』（199()）全|動林業改良普及協会

『森林水文学刑語事典』（1983）水利科学研究所

r森林土木ハンドブック』(198'l)1a代l11出版

『森林土木便覧型(1961)1-1本治111治水l協会

r自然保護ハンドブック』（1976）東京火'料11版会

『薪炭家必携』(1954)I｣本腱林祉

『lxl説集材機索張法主(1978)林業機械化協会

『造林ハンドブック』（1966）錐勝雄

『治III技術'写興図説J(199())I1本治山治水協会

＊ほかのだれかと識諭したり何かの‘附服を符ようとするときには，用語の意味を理解しておくことが欠かせませ

ん。そこで，川IWiの愈味を確かめたいとき役に立ちそうな既刊の関連図書(一部近刊を含む)の例を挙げてみま

した。破線よりkに鵲げた|叉1群は,1995年12月時点で雌入可能なものを，破線より下に2段に組んで挙げたIXI

鍔は，イ1抑切れ，あるいは絶版になった図普で，各々 普名のアイウエオ順で挙げてあります。なお，植物図鑑，
樹木lzI鋪，植生IXI鑑の縦や林野jj:細のr法規巣」「必挑」の類は除きました。

林業技術No.6461996．1
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§ が美欝瀕書誌の諄蒜
資料提供：奥野隆史氏
(筑波大学地球科学系教授）

新井健三(1967）：血高山帯施業方法に関する文献紹介．長野鴬林局
荒木武夫(1967）：林業用除草剤関係文献1-I".林業試験場
安藤愛次・有光－登(1961):亜高ill性樹甑に|典Iする文献．林業試験場調査篭
飯田格教授退官記念事業会(1986）：鑑微植物の病害文I縦巣．千葉大学l刺豐学部
伊藤一雄(1965.1966):n本における樹病に関する文献．林業試験場研究椛併,17-1,181,193
伊藤一雄(1966）：カラマツ先li'i病に関する文献11録(1950-1965).林業試験場研究報告,194
茨城県病害虫研究会編(1973):文献rl"II-森林病虫獣海部門一．
茨城県林業試験場(1982）：文献u録一森林病虫獣需部門一追録(1973～1980)(茨林試資料9).
岩野三門(1969):ぶなの文献とその抄録．f1本ぶな材協会
遠藤安太郎(1935）：近世に総ける林業文献の概観．H本林学会誌、17-12
長田五郎(1960）：木材関係主要文献解題経済と貿易，75

加藤幸雄(1966）：松くい虫に関する文献．林業薬剤協会
狩野鉄次郎(1941）：樫及障林造成に関する文献抄．大阪営林局
川口武雄(1978):沿山・森林防災国内文献II録．I1本治11l治水協会
関西地区林業試験研究機関連絡協議会(1977.1978):吸汁･WIIW虫文献ll".林業と薬剤,60～65
木原営林大和事業財団(1982）？キハダ・オウパクー腫要な文献・資料の抄録集一．
木村竹松(1948)：防風，防潮林関係文献II録．背森儲林局
京都帝国大学農学部(1928～1930):林学関係1列背II"(#ll洋鍔).
草下正夫・山路木曽男(1964):外国産樹械関係文献口録（鰯l").林業試験場造林部
倉田悟(1966):Abibliographyoffol･estbolanl･in,1apall.東京大学州版会
小泉力(1982）：北〃朧針葉樹を対象とした瓜倒に伴う虫宙|%1通文献I1"(研究蜜料Nul21).林業試験場北海道支場
興林会編(1939）：本邦産宅要樹樋文献｢I録第2帆あかまつ，くるまつ、からまつ綱．
森林経営研究所(1956）：すぎ・ひのきさし木に|%lする文献抄鍬．
森林研究所(1959）：林地肥培並に肥料水にIAIする文献抄録．「)1-3:l年12月．林野Ij-
森林所有権研究会（東京大学東洋文化研究所柵脇研究判ﾉ1)(196()):椛利関係を'l』心とした部落fJ林文献II録昭和21年l
杉本順-(1962):竹笹類文献表．寓上竹類植物剛縦告,6

全国林業改良普及協会(1991）：林業関係月I:II誌の近年における新l:1lxl!幣の紹介I氾事集．r23-8
高木唯夫・熊崎実(1970）：戦後林業経済研究_i竣文i賊H録一iiとして近代継済珊諭による研究を中心として－．林業経済，
高橋喜平(1970）：林業における雪瀞対策の研究一般近10か年の報な文献一．噴氷，32－1．2
徳川林政史研究所編(1971):｢I本林制史調査溌料総ll録．雌松'職&ドﾙ!i
戸田良吉(1972）：林水育孤関連'1本文献抄1－A，l-B.腱林川版
長野県林業指導所(1971）：カラマツに関する文IWRII録．
日本ぶな材協会(1958):ぶなに側する文i献災．腱林III版「版会
日本保安林研究所編(1978):保安林研究の動向と文献ll録.ll水保安林研究所編:|-1本の森林とその社会的磯能.桐林学隙l出
日本林業文献目録刊行会・林野庁林野資料館(1966～1970）：｜|本林業文献11録1964-196f
熱帯農業研究センター・林野庁林業試験場調査部(1976～1979):熱冊林業IMI係文l献分類F1録第1集～第5集。
｡■｡B■白●･号G◆Gee●●｡｡●G①●①中■■●｡｡争申■①｡｡■■｡●■■申由■●●●●ゆ■●由･●●命●q◆串Gee血｡●pQo■●●●■●●○｡吾凸C･号■｡｡＆■■B■●GB■●吾骨peG各自白吾●◆◆◆●･●甲■･申●｡●｡■■■申｡■■■■｡｡■■●｡■■●◆●●｡▲●凸凸巳早

農林省青森営林局編(1962）：ヒバに関する文献I-|録．
青森営林局技術開発委員会(1969):林業技術川究集録|-|録継街部門|腱I係,1礫部門関係．
農林省青森営林局計画課(1972):ブナ林に11lする文献染．
農林省青森営林局計画課(1971）：ヒバ林に関する文献集（追録)．
大阪営林局(1943）：造林撫育に関する文献抄録の目録．

熊本営林局(1941）：かし・くす文献目録．

林野庁長野営林局計画課(1967）：亜高111帯施業方法に関する参考文献|テ!録．
北海道営林局(1979):保謹樹帯股定法に関する文献解題．
前橋営林局技術開発室(1977）：森林の寒害防l上技術に関する文献．
申･■･申･■･■曲･･｡.｡｡.●●■●●●血●●●●■ゆむ号｡｡申･凸早DeG｡◆吾号■申骨由b■●●･●●e・・甲■●｡｡●凸●､■巳●･白申｡｡●■■■申･■｡｡●｡｡■●早申■｡｡●■申①■■申｡■凸●申申●･■曲c●●●申●●●争●･ひ●●●＆◆◆ゆG◆･■■●･◆●●･●G･●○p

農林省林業試験場(1925･1930):林業林学に側する諭文及特鍔分類I1録第1輯，第2輯．大円本ll1林会
農林省林業試験場(1952）：林学林業に関する文献U録第4集．r-Nul4).
農林省林業試験場(1964):林業試験場研究綴告等論文H録(研究報得蜘1-Nu171．集報Nul-N(l64､林野土壌調査報告蜘l
農林省林業試験場(1970):林木育種関連日本文献抄．腱林出版
農林省林業試験場(1973～):ODCによる林業・林産関係国内文献分類II録1972版～、日本林業技術協会・〔年刊〕
農林水産省林業試験場(1978)』林業試験場研究報綜等論文同録．「学技術振興所
農林水産省林業試験場編(1988):ODCによる林業・林雄関係国内文献分類目録不定期刊行物1979-1985年版．林業科
農林水産省林業試験場経営部・造林部(1984）：ササ類の研究に関する文献分類目録．
林業試験場調査室(1959）：カラマツに関する文献目鍬
林業試験場調査室(1960):サシキ，ツギキ噌殖法の文献．

休業技術N().6461”6．1



Ｆ
肉
哩

林野庁林業試験場調査部(1983):熱併林業関係文献分類II録第6集．
林野庁林業試験場調査部(1987）？熱帯林業関係文献分獺||録第7集．
林野庁林業試験場調査部編(1988）：熱帯林業|卿係文献分顛｢I録第8蝿．
林業試験場土簔肥料研究室(1963）：他輔育成に関する文献集．

林業試験場図書館(1951-1964):林学林業に関する文献分類'1録第1集～第6集．
◆申守吾巳申eDGe■凸●●●●や●■｡■■■･甲･■●■e■｡●●■岳毎G匁●●●●●●●凸｡■●由●■●■申●■毎色白Ce｡●Ce●■＆●●Gp｡①■●①尋●①●凸Gee●●○00■e●各●●◆0｡●●むむ⑥●■●■●①｡･･■｡●■Ce申｡｡●DGce■G昏日■号■■●吾砧､●■B早○●

農林省林業試験場関西支場(1965）：せき悪地に|腱lする文献I1録集．
農林省林業試験場関西支場(1967):アカマツに関する文献|1".
林業試験場四国支場(1986）：複層林施業に関する文献H録．

林業試験場東北支場(1965）：穂雪地帯の造林技術に関する文献||録第1集．
林業試験場東北支場(1965）：林地肥培に関する文献．

林業試験場東北支場(1966）』森林保護関係文献l1録第1"(国立林拭東|上支場関係).
農林省林業試験場東北支場(1977):積雪地帯の造林技術に|卿する文献'二|録第2集．
農林省林業試験場東北支場編(1988):;蔽雪地帯の林業に関する研究動向及び文献|-l録．
森林総合研究所東北支所編(1988):ヒバに関する文献レビュー．

農林省林業試験場北海道支場(1955):林業試験場|上海道支場職員林学，林業に関する文献分頬目録第1集．
命申｡｡■甲申ロロ●◆■●C●●車｡●●申G●凸｡■■●■eGGGc*●ロロ●申｡■甲申｡■申｡Ce●GGG岳･◆＆凸●e●●白色■●①申｡■｡●甲申●･申｡｡■竿■■●申Ceの●｡G口吾●*●■●申e■●｡●e●●白吾●｡･早●●｡●●吾●●be●●●●●｡■●●ロロ●ゆ●■･甲●■中中●p

農林水産技術会議事務局(1957）：林水の育種に関する文献（永年作物育種研究協議会賞料Nu3).
波多野文雄(1957）：スギ挿木に関する文献一鎧表．熊本営林局

浜田稔・衣川堅二郎・上山昭則・維谷修治(1961):マツタケ文献|ｲ録．マツタケ研究懇話会：マツタケ一IWf究と増産一．
福宿光-(1968):最近の山林調行-111林振興会の調査報告・欝料を中心に－．地理,13-12「事務局
舟木敏夫(1981):rl､ドマツ人エ林複層化のための林|ﾉ1更新法Jに関する文I航H録．林業技術開発推進北海道ブロック協識会
古越隆信(1971）：広葉樹の造林に関する文献11録．林業試験場造林部r一第3集).
北方林業会(1977～1979）：林業技術省のための文献解題造林編，経営綱，伐出･林道･治111"(北方林業文献抄録第1集
森巌夫・安藤嘉友・黒龍秀久・坂本一敏(1983）：林業経済論l饗文献および論文．森厳夫編：林業経済論（昭和後期腱

業|糊題諭集23)."111漁村文化協会

森実・生田頴佑(1968）：入会権関係素要参考文献同録．法政大学教謹部紀要，12
安松京三・渡辺千尚編(1964):n本産害虫の天敵1I録第3篇文献目録．
山梨県林業試験場(1958･1959･1961):林業に閲する文献｢1録1～4.

山梨県林業試験場調査室(1960）：シイタケに関する文献圃録1．

緑化懇話会編(1981）：緑化造悶技術に関する文献目録一定期刊行誌より－．
林業経営研究所(1964）：外国林業労働関係文献染(7Wドイツ縮1).

林業経営研究所(1964):休業の生産性問題に関する文献解題．

林業経済續集部(1949):林学文献I言I録一昭和15年以降一．林業経済,2-2

林業発達史調査会(1953～1955):林業技術史関係参考資料｢l録第1集～第4集,別集,第5集の1,2(林業発達史浅科第
10号～第13号,"23号，第38号，第39号).

林業発達史調査会(1956）：図禽資料|:1録昭和31年1月現在．

林業発達史調査会(1957）：図普資料I1録追録のl昭和31年3月-32年4月．
林道研究会編(1983):林道研究文献H録．

林業薬剤協会編(1966～1968):マツクイムシに関する文献I～X.林業と薬剤,19,22～26
林政会(1944.1945）：本邦産腰要樹種文献F1録第3輯上巻ひのき，さわら、もみ，つが’ひば，かや，いぬがや，いちゐ

まき，いぬまき編．第3蝋ド巻かうやまき，しらべ及たうしらべ，あをもりとどまつ，たらひ及満州
たらひ，てうせんまつ，ひめこまつ及ごえうまつ，ねずこ，とどまつ及えぞまつ編．

林野弘済会編(1984）：火入関係参考文献|I録．林野弘済会締：火人許IW業務必挑．
林野資料館(1967）：林業関係実態調査報箭舞地域別・発行所別1.1"(昭和22-41年)(林業文献シリーズNul).
林野資料館(1974);国内逐次刊行物記事索引（入学段学部淡習林報告記事索引)(林業文献シリーズNq5).
林野資料館(1976）：国内逐次刊行物記事索引（各郁道府県林業試験場研究報告）（林業文献シリーズNn6).
林野庁指導部研究普及課(1952）：森林の治山治水磯能に関する研究抄録．
林野庁指導部研究普及課(1963):林業技術文献l｣録集．
林野庁調査課(1957）：国付林制度関係文献卜|録．

林野庁林政部調査課(1966）：林業経済関係調査報f'f及び資料l･l録．
聯合会(1938）：本邦主要樹種文献FI録第1輯すぎ編．

＊書誌の書誌って何？…個々の文献や雑誌が増加するにつれて口録や索引＝畿誌も墹加。効率よく文献を探し1II

すためには，爵誌を収集・蝋理した書誌の蒜誌が必嬰。＊ここに掲載したものは？･･･そのような問題意識の．ド，

地理学研究のために書誌の書誌をまとめられつつある奥野先生の快諾を得て，林業項I|を拝借したもの。ただし．

雑誌総索引･総I1次を除いた主題諜誌に限定。＊主題書誌って何？…特定問題に限って文献･溌料を収録したも

の。書誌は形式上11種類に大別されるとか。＊配列は？…奥野先生の『地理学関係文献目録総憶』(1985,原.l1ド

房)，｜可追録(1)，(2)，(3)，(4)＝いずれも筑波大学地球科学系の「人文地理学研究J(1986,1988,1991,1995)か

ら，著者名のアイウエオ順に配ﾘ。ただし，常林局，国立林試・林試支場は点線内にまとめました。

林業技術No.6‘161996．1
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(アンケートにより作成）
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*凡例．．⑩＝定期刊行物の鍔名・刊行回数・年会費(カッコ内は学生）・張な掲糀内容(研究分野)，⑬＝総I1次等
の雷名と収載期間，②＝文献検索サービス等の概要，⑱＝定期的な研究発表会・シンポジウム聯の名称．|淵僻

時期･主な内容,=PR,｡=会員数。＊配列…①林学主体のもの，②林野庁内の.if"31iﾙ究会,③鵬1通学会
のグループを点線で区分｡各々アイウエオ順に配列。＊アンケート･･･l:記①については,昨祥の'1本林学会大
会時に開催された研究集会の主要なものに依頼。上記③は，林学の分好別にそれぞれ複数の'11究者に聞き取り
を実施。重複回答のあったものに依頼。＊ここに掲げたもの"何答のあった学･11I究会に限定。
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日本林学会〒102東京都千代田区六番町7日本林業技術協会別館内公()3-3261-2766F=壷と共用⑩『日本林学会
誌』＝年41UI,10,000111(5,000IW)…林学全般を対象とする和文の学術論文。rJournalofForestResearch｣=年4回
…林学全般を対象とする英文の学術論文。『森林科学』＝年3向･･森林科学全般を対象とする‘|脅報誌。※会員には以上3
誌が配布されます。会費は10,()00円(5,0()0円)です。なお，会員以外の方で『森林科学』のみを定期峨読される場合は
3.500円です。『日本林学会論文集』＝年1回…林学全般を対象とする。n本林学会大会の発表を収録している／伽"日本
林学会大会"＝4月上旬…林学全般／⑬本会は国|ﾉ1において林学･森林科学に閲する唯一の総合的な学会です。対象分野
は社会科学から自然科学，基礎科学から応用科学までと多彩かつ広範囲にわたっています。本会は研究対象地域の国際
化，外国人による原稿の増加に対応するため，英文，和文原舗が混在していた従来のrIﾖ本林学会誌｣から英文原稲のみ
を独立させた英文学術誌rJoul･nalofForestResea1℃h」を1996年より刊行します。また7｢森林科学」も1996年より
従来のものより一新し,より読みやすく，親しみやすい･勝報誌とすることをI｣指しています｡以上のように,本会は林学・
森林科学全般に関する研究成果を公表する場を会員に提供するとともに,研究者には斬新な研究成果を,森林に関心を持
つ一般の方々 には興味深い話題を伝達することを|曇i指しています／⑪約2,800人(I職読会員300人）
林業経済学会〒114東京都北区田端2－7-26フレンドリーハイツ201a03-3828-6602@ir林業経済研究｣＝年2回，
6,000PI(4,000I11)･研究論文(秋季大会・春季大会・例会・自由論題),コメン|､，学会記事等／⑩“秋季大会"=11月
･･自由論題報告，シンポジウム。“春季大会"＝4月…シンポジウム。“例会"＝不定期(年1～2回)…例会報告,討論／⑨
約350人

森林計画研究会事務局〒162東京都新宿区市谷本村町3-26ホワイトビル4階念03-3269-3701FO3-3268-5261

⑳r森林計画研究会報』＝年5回,2,000円…森林政策，森林経営，森林計画，森林施業，森林施業に関する研究論文・
資料およびその海外情報等。③『森林計画研究会報』第350.351合併号＝1号～349号(昭和20年～平成4年)／⑩“森
林計画研究発表大会"＝錘年2月初旬ごろ(211ifil)･･･①森林政策,②森林経営,③森林計画,④森林施業,⑤森林調査の
5部会で研究成果発表／⑬発会42周年を迎えている伝統ある研究集団。最近3回の『会報』特集論文は，「森林と水を考
える」(NQ367),r森林施業と野生生物」(Ml368),『擬観づくりと森林計両」(M369)。入会をお勧めします／⑳約3,700
人

治山研究会〒100東京都千代田区霞が関1-2-1林野庁治山課内aO3-3502-8111(内線)6292F03-3503-6499
③『治山』＝年12iril,2,400円･･･治1l1技術に関する講座，会員の技術向上に資する研究論文および現場に密着した試験・
調査･設計･施工等。総総I|次は3年ごと／伽“治山研究発表会"＝10月…指定テーマ(その年の課題テーマ)，自由テー
マ(治山計画･調査･地すべり対策等)／⑬治山研究会では『治山』等を通じ，会員に最新の治山技術や備報等をお知らせ
しています。治山事業関係者の方の幅広い参加をお待ちしています／⑪約7,500人

林道研究会〒100東京都千代田区霞が関1－2－1林野庁基盤整備課内公03-3502-8111(内線)6312F03-3502-6329
⑬r林道j==年12回,2.000PI(600円)･･･林道調査研究，新工穐･工法，現場からの声，随想，その他のコーナー。③r林
道』総目次(1983)Nnl～恥150/@4林道研究発表会"=10～11月…調査測塑設計などの技術，施工技術，林道施設災害

復旧技術，林道維持管理，効果状況調査／⑲①会報了林道』のキャッチフレーズは｢新しい山村を創る林道｣です。②1
万名の会員をH指して，林学関係の大学等にPRしていく予定です／⑪約8,000人

人文地理学会〒606京都市左京区吉田河原町14近畿地方発明センター合同ビル内a075-751-7687FO75-751-7687

⑬『人文地理』＝年6回,9,500円…人文地理学。鐙r人文地理』22巻特別号(20周年記念特別号),1970,¥250,〒実
費，1巻1号～20巻6号／⑱"大会"＝11月･･特別発表，一般発表。“例会・部会"＝隔月…経済・都市地理，歴史地理，
地理思想／⑬どなたでも入会できますので，人文地理に興味のある方はどうぞご入会ください／⑪約1,600人
日本育種学会〒113東京都文京区弥生1-1-1東京大学農学部内盆03-3812-2111(内線)5064FO3-3815-5851

⑬『育種学雑誌(BreedingScience)｣=年4n,8,000III(6,500円)･･育種学，遺伝学／⑩“育種学会講演会"=春と秋
…育種学に関連する研究発表。“育種学会シンポジウム"＝秋…育種学に関連するテーマについてのシンポジウム／、約
2.100人

日本応用動物昆虫学会〒170東京都豊島区駒込1-43-11日本植物防疫協会ピル内容03-3943-6021F=公と共用

③『日本応用動物昆虫学会誌』＝年4回,4,000円…和文誌(PR柵参照)｡rAppliedEntomologyandZoology｣=年4
FI,8.000Irl(I]本応用動物昆虫学会誌とともに)…欧文誌(PR柵参照)/"日本応用動物昆虫学会大会"=3月末～4

月初･･一般講演，ポスター発表，小集会／⑲主に次のような部|別1に分かれます。④分類学･進化学･生物地理学，⑥形態
学･組織学、◎発生学･遺伝学，⑨生態学，②行動学･行動生態学，⑥生活史，⑥生理学･生化学，③生理活性物質，①

寄主植物選好性･耐虫性，①寄生･捕食関係･生物的防除，⑬飼育方法･栄養学，①昆虫病理学･微生物的防除，⑭毒物
学・殺虫剤作用磯擶･抵抗性，③発生予察・被害解析，◎害虫梼理・総合防除，⑨自然･環境保謹，◎有用昆虫･昆虫利

用，⑥線虫，⑤ダニ・クモ，⑦畜産・衛生・家屋害虫，⑪脊椎動物，⑦その他／⑪約2,000人
日本昆虫学会〒113東京都文京区本駒込5-16-9日本学会事務センター日本昆虫学会係丑03-5814-5801F03-

5814-5820⑩『昆塁』＝年4回,8,000円…昆虫学に関する原著論文／価"日本昆虫学会大会"=年1回,3～4月または
9～10月…昆虫学／圓約1,300人

日本写真測量学会拙〒171束京都豊島区南池袋2-8-17第1豊南ビル502a03-3984-7040FO3-3984-7402

⑳『写真測量とリモートセンシング』＝年61m,7,000円(510001'1)･･･写真測城の基礎理論および応用，リモー1､センシン
グの蕊礎的手法および応用,GISの基礎理論と応用。③原著論文のみ，創立10(1972),20(1982),30(1992)年号に総

I-1次あり/@FAXや電話による問合せに対応可／価"日本写真測量学会年次，秋季学術講演会"=5月,10月…写真測
電・リモートセンシングおよびGISに関する研究成果の速報／⑲①オーソドックスな写真測蹴から最新のリモー1､セ

ンシング,GIS,デジタル写真測難まで,広い分野をカバーする。②論文や報告のみならず,解説や悩報ルーム等バラ
エティに篇んだ情報を会員に提供している｡③小特集または特集を随時企IIIIiし,読者にとって興味深い内容を提供するよ

うに努力している／⑪約1,250人
日本植物学会拙〒113東京都文京区本郷2-27-2東真ピル内aO3-3814-5675FO3-3814-5352mlrJournalof

PlantReSearch｣=年4回,9.0001'1(4.5001'l)…学術論文。r生物科学ニュース』=ffl2n,前記会員には無悩配布(た
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だし，ニュースのみ年間賊読の場合は3．1001ﾘ。学会事務センター扱い)･…H本動物学会と災編で，学術蝿会の案内･公

募．その他の情報を掲戦／⑱"日本植物学会大会"＝9～10月…植物学に|典Iする全般的研究発表／⑪約2,300人
日本植物病理学会事務局〒170束京都豊島区駒込1-43-11日本植物防疫協会内窓03-3943-6()21F=公と共用

⑳『日本植物病理学会報』＝年6LI,8,000円･･植物病理にl撚Iする分野。総r日本植物病理学会報総目次』鋪21巻(1956)
～第50巻(1984)／⑱"大会"＝4月上旬…植物病理に1%lする分野。“5地域の部会"＝奥～秋…前記li1。“植物感染生理談

話会"＝7月･･･病原微生物の植物感染生叩に関する分野。“植物細菌病談話会"＝秋…植物細l鼎i病に|蝋Iする分野／⑪約
1,870人

日本水文科学会事務局〒305茨城県つくば市天王台1－1－1筑波大学地球科学系内公0298-53-2568F=aと共川

⑪rハイドロロジー』＝年4回,6,()()0inj(4,000円)･･･流出，蒸発，地下水流動，湖水流肋、土塊水等の水文現象にかかわ

る研究成果／⑯"日本水文科学会年次学術大会"＝鰄年6月第2週土,H･･･学術WI究成果の発表｡“日本水文科学会シンポ

ジウム"＝前記同･･･公募テーマ(12月〆切)によるシンポジウム／⑪約380人
日本雪氷学会㈱〒102東京都千代田区富士見2-15-5ベルベデーレ九段207"03-3261-2339F03-3262-1923

⑧r雪氷』＝年6回,8,000IxI(5､000i'l)･･･雪氷や寒冷に関する学術的冊究・調査論文のほか，建設・交通･岻力・通備・

農業．水産等の関連産業の技術向k,災害の防止から労働.陵学．スポーツに至るまでの論文および悩報。｢BULLETIN
OFGLACIERRESERCH｣=年1回,2.000円･･･(柵｢1本"野氷学会氷河情報センターが刊行する氷河に関する英文学術誌。

氷河研究に関する研究論文を掲城／⑯“日本雪氷学会全国大会"＝9～10月･･研究発炎会，公|淵シンポジウム，各種会

合，各社展示，見学会／⑤約1,145人

日本第四紀学会〒113東京都文京区本駒込5-16-9学会センターC21503-581gI-58()1F03-5811I-5820⑩『第四紀
研究』＝年5回,7,000ixj(5.000F1)…論文，短報，資料，爵評など。研究分野は，第四紀にかかわる地蘭，地珊.11i4;

物，動物，植物，土壌，人類，考古，地物，地化,_IZ学にわたる。r第四紀通信』＝年61ui(会灘に含まれる)…会併，学会

記事，会員異動，各種報告，国際会議シンポジウム案内，博物館紹介，公募案内など／伽"大会"＝8月ド旬…一般研
究発表，シンポジウム(ポスタ一含む)，総会｡"特別講演会"＝1月~ド旬…識減会(複数)またはミニシンポ／⑬第リリ紀は氷
河時代の到来とともに出現した人類の時代を対象にする約200万年間を指し,この時代を研究対象とする第四紀学は,人

類の歴史とそれを取り巻く環境変遷を解明しようとする研究分野である。地衣噸の動態も明らかにしようとしているの
で，関心のある方は，ぜひご入会ください／＠約1,800人

日本地形学連合〒611京都府宇治市五ケ庄京都大学防災研究所内aO774-32-6041ただし，入会申込みは下記へ。
〒565大阪府豊中市新千里東町1－4－2千里LCビル4F日本学会事務センターJGU係冠06-873-2301

⑬r地形(Transaction,JapaneseGeomorphologicalUnion).j="4m,7．000｢W(4,000円)…研究論文(地形学),学会

に|卿する諸情報／②｢MORPHO｣=パソコン通備,学会への郵便依頼による…京都大学大型計算機センターIﾉﾘに文献情縦

データベースrMORPHO」として登録。全国の大学から利月]が可能／⑱“日本地形学連合全国大会"=#･秋に各11111
･･･一般研究発表およびシンポジウムを開催する｡巡検をﾌﾐ施することもある／⑲広く地形にI卿心を寄せられる科学者,技

術者が従来の専門や所属学会にこだわることなく，自山に膝を交えて,研究討論を行い,地形に関する学術の進歩に貞献

することを目的としている／⑪約740人
日本動物学会曲〒113東京都文京区本郷2-27-2東真ビル内窓03-3814-5461FO3-3814-5352@lrZOOLOGICAL

SCIENCE｣=年7回,9.8001Il(6.800I'1)。それぞれ支部会費800Iilを含む…動物学、生理，生態，代謝，内分泌等。系
統分類／⑯"日本動物学会大会"＝毎年秋…研究発表。“一般･高校生向けシンポジウム"＝テーマ･開催時期は不定／⑲約
2,800人

日本都市計画学会樋〒102東京都千代田区一番町10－番町ウエストビル6Fa03-3261-5.107FO3-3261-1874

⑪r都市計画』＝年6回,10,000円(5,000円)･･･;IIIj計画学。『都市計画論文集』＝年1Inl･･･都市計mi学／伽"学術研究論
文発表会"＝11月～12月･･毎回100～120編程度の都市計仙i関係研究論文の発表およびワークショツプ等。“月例懇話
会"＝奇数月(年6回)…毎I切，さまざまな分野の専門講師にテーマを絞り，タイムリー性のある話迦を提供していただ

く／⑪約5,200人

日本土壌肥料学会㈹〒113東京都文京区本郷6-26-10-202aO3-3815-2085FO3-3815-6018m)r日本土壌肥料学雑

誌』＝年6回，10,000円(7,000H)…土壌学,肥料学,砿物栄挺学，国_上資源の脈全に関述する環境科学分野など｡患r日
本土壌肥料学雑誌総目次』1巻(1927)～50巻(1979),51巻(1980)～60巻(1989)。⑩rSoilScienceandPlantNutri-

tion｣=年4回,6,000円…前記同。総rSoilScienceandPlantNutrition総目次』v()11(1955)～vol.31(1991)。⑩
『日本土壌肥料学会年次大会講演要旨集』＝年1FI(頒布可)/m@$日本土壌肥料学会年次大会"=姉年4月k旬･･･研究発
表･シンポジウム。“支部（6支部)大会"＝年l～31nl…講淡会を|淵雌(特別識演会を含む)/⑬学会活動は吹の24部会が
基本単位となっています。①土壌物理，②土壌有機・無機化学，③上壌分析法,@_l鯉鉱物,l:嘘生化学，⑥と躯生

物，⑦分子生物学，⑧共生，⑨土壌病害，⑩植物の無機栄養･代謝，⑪植物の栄鎚生態，⑫腱産物の冊磁･成分，⑬士壊
生成･分類，⑭土地分類利用･景域評価，⑮I嬢保全，⑯水111上壌肥よく度，⑰畑地_l域肥よく度，⑱刷地･施設土壊肥
よく度,⑲草地土壌肥よく度,⑳肥料および施肥法,⑳土壌改良資材,⑳緑化技術,⑳地域環境,⑭地球畷境／、約2,400
人

日本人間エ学会〒173東京都板橋区大谷口上町30-1日本大学医学部衛生学教室内公03-3974-3559F03-3974-9131

鋤r人間工学』＝年6回,8,500IJJ(5.000円)･･･人間工学／②｢文献複写｣=FAX,電話，郵便による･･文献裡写は有料
で行っています／⑱"日本人間工学会大会"＝毎年5～7月ごろ－シンポジウム，ポスターセッション，一般識減／④約
2,000人

日本りモートセンシング学会㈱〒101東京都千代田区神田小川町2-8-16三恵ビル盃03-3293-0514F()3-3293-0519

⑬『日本リモートセンシング学会誌』＝年4n,8.5001II(,l.000円)･･･学術論文(リモーl､センシングに関する各械の研究
調査，試験結果の報告)／⑱"学術講演会''=5n,12J]･･･リモー|､センシングに側する学術研究の発表。
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(アンケートにより作成）
(F=FAXは局番省略）

森林開発公団千代田区紀尾井町3-29福田ビル〔〒102)aO3(3222)1211F1455

⑳『森林開発公団業務案内』＝無償･･業務案内／⑬森林(もり）をつくる，林道(みち)をつくる，ゆとりをつくる森林開発
公団。公団事業に関するお問合わせは，総務部総務課まで。
農林漁業金融公庫千代田区大手町1-9-3〔〒100)BO3(3270)2261F2350

⑳『公庫月報』＝年12回,4,800門…大学教授等の論文，農林水産省による施業等の解説，公庫融資先の紹介。なお，林
業特集は年1回。r長期金融』＝年1～2回，1冊712円･･大学教授等の論文掲載。林業特集を組んだのは，最近10年間
で2回／錫｢融資先に対する情報提供｣＝郵便等による。「個別融資相談｣＝電話等による／⑬当公庫は，農林漁業者に対
する長期･低利の資金を供給することを目的に，全額政府出資により設立された政府系金融機関です。林業関係では，造
林･林道等の基盤整備や，木材の生灌･加工･流通関係の施設整備，林家の経営安定のための資金等を融資しております
（資金ご利用についてのお問合せは，お近くの森林組合または当公庫支店まで)。

農林漁業信用基金林業管理室千代田区内神田1-1-12コープビル5F(〒101]"03(3294)4481F3140

鋤r林業基金』＝年度末1回，無償…林野庁，県庁，金融機関業者等に対する論文等。r基金だより』＝年度当初1回，無
償…林野庁，県庁，金融機関業者等に対する連絡公報誌／⑥｢緑のネット｣＝パソコン通信による。本誌28ページ参照。
国際協力事業団新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル〔〒163]aO3(3346)5311F5032
国際熱帯木材機関(ITTO)横浜市西区みなとみらい1-1

パシフイコ横浜横浜国際協力センター5F(〒220)a045(223)1110F1111

海外林業コンサルタンツ協会㈹(JOFCA)文京区後楽1-7-12林友ビル3F(〒112]aO3(5689)3435F3439
⑬本協会は，海外の森林の造成･開発事業に対する協力体制の強化および林業技術者の資質の向上を図り，森林･林業に
かかる国際協力の効果的な推進に資することを目的とし，海外の森林・林業に関する調査計画，技術開発，指導・助言，
資料の収集・情報の提供，国およびその他機関が行う海外林業活動に対する協力等を行っている。調査活動については，
毎年，調査案件に応じ，5種類程度の報告書を作成している。
関東森林花木類事業協同組合足立区西新井6-42-10〔〒123)aO3(3890)8254F(3854)2025
木原営林大和事業財団千代田区神田錦町2-5鈴木第2ビル5F[〒101)aO3(3219)2810F=念共用
建設業･清酒製造業･林業退職金共済組合港区芝公園1-7-6中退金ビル〔〒105]"03(5400)4334F(3432)5868
公有林野全国協議会千代田区永田町2-4-3永田町ビル4F(〒100)aO3(3581)2288F1410

国際緑化推進センター文京区後楽1-7-12林友ビル内〔〒112]aO3(5689)3450F3360
国土緑化推進機構細千代田区平河町2-7砂防会館2F[〒102)aO3(3262)8451F(3264)3974

⑳『国土緑化』＝年4回，無償(ただし，配布のみ)…全国植樹祭･全国育樹祭のご案内，都道府県緑化推進委員会の活動状
況等｡年2回は森林基金特集号｡『緑の少年団』＝年1回,無償(ただし，配布のみ)…緑の少年団全国大会や全国緑の少年
団活動発表大会等，緑の少年団の活動状況を紹介。

森公弘済会千代田区紀尾井町3-30山本ビル7F[〒102)aO3(3239)1043F1049

森林火災対策協会文京区後楽1-7-12林友ビル〔〒112)a03(3816)2471F(3818)7886

②｢情報提供｣…地方自治体等への消火剤，各種機材等の|"R提供および販売。
森林都市づくり研究会港区赤坂1-9-13三会堂ビル9F(〒107)aO3(3585)6065F=丑共用

森林文化協会財中央区築地5-3-2朝日新聞東京本社内〔〒104-11]aO3(5540)7686F7662
⑳『森林文化研究』＝年1回,3,000円…森と人間とにかかわる論文集。rグリーンパワー』＝年12回,1冊350円･･･緑に
関する総合誌。森，動物，植物，環境について取り上げている／⑯"朝日グリーンセミナー"＝4月から12月まで毎月1
回…午前中,専門家2人の講演を聞き，午後説明を聞きながら首都圏に残された自然の中を歩く。"朝日森林体験教室"＝
毎年7月下旬1回．．「21世紀に残したい日本の自然百選地｣の1か所を訪ね，自然のしくみを学ぶ。“シンポジウム”年
3回…東京1回，地方で2回，『森林と人間｣を基本テーマに日本の森をどうするかを討議する。“中国で植樹"＝3月末
から4月…北京郊外，万里の長城北側のハゲ山に毎年植樹。ボランティアを募集。

森林保険協会文京区小石川2－1－211山京ビル〔〒112]aO3(3811)8615F8273

水源林造成推進連盟千代田区永田町2-4-3永田町ビル4F[〒100]sO3(3580)4014F=念共用
水利科学研究所財文京区後楽1-7-12林友ビル2F[〒112]a03(3816)3391F3392

⑳『水利科学よ＝年6回,5,640円(消費税，送料込み)…治山，治水および水利用，水循環全般。鰯｢水利科学｣既刊内容
目次(1957年4月～1992年2月,希望者には無償配布)／②降水→森林(農地)→河川→海洋という水循環において生起す
る自然的，社会的諸課題を扱って，39年の蓄蔽がある。

全国環境緑化樹木事業協同組合世田谷区玉川3-13-5第五明友ビル202〔〒158)a03(3709)6055F6056
全国公団造林協議会連合会千代田区永田町2-4-3永田町ビル4F(〒100)aO3(3580)4014F=壷共用

⑬『会報』＝原則として年3回，無償･･･当連合会の活動状況(会員に対して配布)。
全国国有林製品生産事業連絡協議会文京区後楽1－7－12林友ビル6F(〒112]aO3(5802)3157F=公共用

→全国素材生産業協同組合連合会参照。

＊凡例･･･⑩＝定期刊行物の書名・刊行回数･年間購読料（カッコ内は学生）・主な内容，鰯＝総目次等の書名と収
載期間，⑥＝情報提供サービス等の概要，総＝主に公募による定期的なコンテスl、．研修会等の行事名・開催

時期･主な内容,=PR｡*配列…アイウエオ順。ただし，当協会の記事は末尾に掲戦。＊アンケート…
「林野庁職員録」の附録・中央林業関係団体一覧に掲載されているすべての団体に依頼。＊ここに掲げたも
の…すべての団体。‘州)は有回答分のみ表示。ただし，林学会は財法を，技研組は木材性能～で一括表示。
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全国国有林造林業連絡協議会文京区後楽1-7-12林友ビル6F(〒112)a03(3813)3677F=念共用
全国山林種苗協同組合連合会千代田区飯田橋4-9-9第7田中ビル8F(〒1()2]"03(3262)3071F3074
⑳r緑化と苗木』＝年4回,2,060円…育前技術の普及，山行苗木，緑化木の需給情報。
全国食用きのこ種菌協会中央区日本橋室町3-1-10田中ビル〔〒103)a03(3241)3094F=盆共用
鋤『(資料)きのこ種菌一覧』＝年1回，関係方面に無償配布。ただし，1部希望の場合は5400～500円で頒布･･･協会会員
の製造販売にかかるきのこ種菌の種類，形状等を詳細に記戦／⑱"きのこセミナー"＝隔年5～6月ごろ…きのこ栽培等
の技術向上，栽培用資器材，病虫害防除等斯界の権威者数名の講淡およびこれに対する討論を行う。“きのこ種菌培養基
礎技術研修会"＝毎年6月ごろ･きのこ種菌を培雛する基礎的な技術の習得｡"きのこ生産動向等に関する研修会"＝毎年
（時期は不定)…きのこの生産動向，消費性向等について，官公庁担当者，商社等の講師による研修。

全国森林組合連合会千代田区内神田1-1-12コープビル8F(〒101]aO3(3294)9711F(3293)4726

⑪r森林組合(雑誌)』＝年12回,6,180円(税込)･･･森林組合・林業・山村問題・森林組合系統の情報，林業関係行政，経
営指導記事等。『全森連時報(機関誌)』＝年12回，1,236円(税込)…森林組合・林業・山村問題・森林組合系統の情報，
林業関係行政，木材市況／⑬｢森林組合簿記」「森林組合関係法令通達集」「森林組合合併の手引き｣等の刊行物も発行し
ています。

全国森林整備協会千代田区永田町2-4-3永田町ビル4F(〒100)aO3(3581)6800F=公共用
⑳『全森協会報』＝年6回，無悩・･森林整備関連予算制度の勤向。総会，理事会，ブロック会議等について。森林(もり）
づくり情報。総第100号(平成2年11月15日発行)に既刊号の内容を掲載(S49.4.15～H2.9.20)｡
全国森林土木建設業協会細千代田区永田町2-4-3永田町ビル2F[〒100)sO3(3581)3336F3341
⑭『会報』＝年6回,無悩…協会活動の報告｡r自然環境にやさしい森林土木工法』＝年1回,各協会あて一定量無償あと実
費･工法の評価･紹介／⑩"研修会(現場主任者)"＝1月初旬…現場管理技術の付与｡"研修会(若手経営者)"＝1月中旬･
経営管理技術の向上。“森林土木技術現地検討会"＝10月･･･技術委員会委員による現地調査・検討会・現地に合った設計
稜算等の具現化。“映西省労働事情鯛査団"＝10月･･労働委員会委員が将来の労働力確保のため現地調査／⑬｢森林土木
事業における労働災害事例集」なども集計・頒布。
全国森林病虫獣害防除協会千代田区内神田1-1-12コープビル8F(〒101)aO3(3294)9719F(3293)4726
⑳『森林防疫』＝年12回,6,200円…森林に対する病虫鰍被害の実態と防除対策に関する技術的普及書／値"森林防疫奨
励賞"＝7月(総会席上)…防疫誌掲戦研究論文の'1:!から優秀論文を表彰(国の研究機関の研究者は除く)。“防除活動優良
事例コンクール"＝7月(総会席上)…松くい虫等の防除活動において顕著な功鎖を_上げている団体を表彰(都道府県より
の推せん団体)。
全国森林レクリエーション協会拙港区赤坂1-9-13三会堂ビル9F(〒107]"03(3585)4217F4218
（全国森林インストラクター会，国有林利活用フォーラム）
⑳『森林レクリエーション』＝年12回，会員無仙。会員外1111l4001｣1…山村･森林･林業と国民の余暇活動にかかわる情
報／⑥｢森林インストラクター資格試験のご案内｣…森林インスl､ラクター資絡試験と養成講習会の紹介｡｢森林インスト
ラクター登録者名簿｣の提供･･･各都道府県，市町村へ送付／伽"全国研修会(会員対象)''=10月ごろ(年1回)…国内森林
レクリエーション事業現地研修。“海外研修会(会員対象)"＝9月ごろ(年1回)…海外森林レクリエーション事情視察。
“森林インストラクター養成講習"＝8月(年1回)…森林インストラクター資格試験者を対象とする講習(東京,大阪会場
で実施。8日間)。“森林インストラクター賛格試験"＝9月(年1同)…当協会が農林水産大臣の認定を受けて行う試験
で，森林･林業･森林内の野外活勤･安全及び教育の4科Hから成る(東京，大阪，九州(福岡)会場で実施)／⑬森林のレ
クリエーション的利用の展開等森林の総合利用の推進を通じ，山村地域の活性化，森林・林業の振興・発展に寄与。

全国森林インストラクター会⑪r森林インストラクター会報』＝年6回，会員配布…森林インストラクター活動の情

報提供／②｢森林インストラクター名簿の登録･紹介，情報交換｣＝パソコン通信による…農林漁業信用基金の｢緑のネッ
ト｣を通じたサービス。「森林インストラクター会会員名簿の提供(年1回)｣…各都道府県，市町村へ送付／値"森林イン
ストラクター現地研修会(会員対象)"＝春1回,秋1回…森林インストラクターの知識,技術向上のための現地研修／⑬
平成4年4月に設立。設立4年目を迎え，知識・技術の研鐡と会員相互の情報交換，親睦に努めている。

国有林利活用フォーラム⑩『NewsLetter(会員対象)』＝随時，無臘･･国有林野の利活用等の情報提供と適正な利活
用の啓発／⑱｢NewsLetterの提供｣…_上記内容と同じ／伽"研究・研修会":==年4回…国の土地利用等に関する勉強と国

有林の利活用等の情報を啓発／⑬国の各種基本計画(経済計画,総合開発計画国土利用計画,環境基本計画等々)の理解
や土地利用動向の勉強等と，国有林野の利活用の情報等のことならこのフォーラムに。

全国素材生産業協同組合連合会文京区後楽1－7－12林友ビル6F[〒112)aO3(5802)3157F=丑共用
⑩『全素協･全生協だより』＝共同で年4回，無償…束材生産関係備報。『全素協通信』『全生協通信』＝各々年12回，無償

･･･前記に同じ。速報版／⑯"高性能林業機械オペレータ研修会"＝8月～9月…運転訓練。
全国ツキ板連合会大阪府南河内郡美原町木材通1-5-15関西銘木単板㈲内〔〒587)a0723(61)3134F0157
全国天然木化粧合単板エ業協同組合連合会港区西新橋2-13-7ササキビル2F(〒105)a03(3501)4021F=盃共用

⑭r全天連だより(会報組合員用)』＝年12回，無償･業務参考寅料／⑥｢情報提供｣=FAX･電話･郵便等による･･組合
員名簿，統計資料等／⑯"全国優良ツキ板・銘木展示大会"＝12月～2月･･･優良ツキ板およびツキ用銘木の展示および即

売会｡“全国ツキ板業者大会"＝2年に1度…情報の交換,研修／⑬ツキ板は銘木を0.2～0.3mmにスライスした薄板のこ
とで，これを合板の上に貼った製品を天然木化粧合板といい，建築内装,家具等に使われています。銘木の美しさを一般

の人々に広く味わってもらうのに雌適な製品です。また，ツキ板は資源を大変有効に利用した環境に優しい製品で,薄く
スライスする加工技術はR本が最も優れています。

全国燃料協会中央区銀座8-12-13豊川ビル4F(〒104)aO3(3541)5711F5715

全国農業協同組合連合会千代田区大手町1-8-3〔〒100)aO3(3245)7175F(3241)0668

全国北洋材協同組合連合会中央区八重洲1-5-4共同ビル6F[〒103)"03(3271)3960F8127
全国銘木連合会江東区新木場2-1-6東京銘木協同組合2F(〒136)aO3(3521)0217F=壷共用

全国木材市売買方組合連盟江東区深川2-5-11木材会館3F[〒135]a03(3643)8711F8727
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下旬･･木材の生物劣化，木材保存剤，木材保存処理技術，木造建築物，環境汚染防止。“木材保存講座"=10,11月…木
材保存剤の安全性,欧州の薬剤認定登録制度，木材･木質材料の化学修飾事例，阪神大漉災による木質住宅の被害調査か
ら(タイムリーな内容を心がけている)/｡木材保存」は，一言でいえば木材を長持ちさせることです。これによって，
貴重鞍木材資源を守り，ひいては森林を守ることになるのです。「木材保存｣は，かけがえのない地球環境を守ることに
もつながっております。㈱日本木材保存協会はこの｢木材保存｣をあらゆる角度から取り上げて，調査研究し，その成果
を社会に広めるために活動しております。木材に関係のあるすべての分野の企業，研究者，工場技術者，実務者の皆様
こぞってのご入会をお待ちしております。

日本木材輸入協会中央区日本橋3-13-11油脂工業会館7F(〒103]aO3(3271)0926FO928
日本緑化センター勵港区赤坂1－9－13三会堂ビル2F(〒107)aO3(3585)3561F(3582)7714

⑩『グリーン・エージ』＝年12回,9,600円･･緑化行政はじめ研究論文，緑化技術や生産・需給情報，随想，ルポ，ロー
カルニュースなど／②｢YOURS(緑化情報検索システム)｣＝グリーン･エージ掲戦記事，緑化条例，緑化樹木在庫情報な
ど。本誌26ページ参照。「緑の相談窓口｣＝緑化に関する諸々の相談に応じます／伽"樹木医研修"＝10月中･下旬…業務
経験7年以上の応募者を対象に選抜試験を実施業績審査と合わせて約80名の研修受識者を選抜し，約2週間の集中講
義・実習を経て，筆記試験と面接のうえ，樹木医認定委員会で審査認定する。“樹木医識演会"=10月～3月･･･樹木の診
断・治療技術などをテーマに，樹木医による講演や現場実習などを行っている。“都市環境緑化推進研究会''=10月下旬
…都市緑化月間の行事の一環として開催｡主に公園緑地担当者を対象に時宜に適したテーマを選び,基調識演,パネルデ
ィスカッション等を交えて行っている｡"工場緑化推進全国大会"＝9月下旬･･･緑化優良工場等の通産大臣,日本緑化セン

ター会長表彰と緑化体験発表，基調講演などを行っている／⑲平成3年度から国庫捕助事業として実施してきた樹木医
認定制度は,全国で300名を超える樹木医の活躍が社会的にも認知されてきたことから，平成7年度から，民間団体の行

う認定事業を，農林水産大臣が認定し，官報に告示することになった。
日本朴業協会紛港区赤坂1-9-13三会堂ビル7F(〒107]eO3(3586)8430F8434

⑩『日本林業』＝年12回,4,000円･･時の話題，林材界ニュース，各紙からのニュースダイジェスト，月間各界各地方の
動き／⑱"林業団体懇談会"＝2，5，8月を除き毎月1回開催･･林野行政の時の重要課題について,行政,団体から話題

を提供していただいて情報を交換。会員を対象とした梢報交換の場／⑲林業白諜，森林ハンドブック，森林･林業に関す

るPRパンフレットの出版を通じて林業の現状を啓蒙｡重要課題については部会(金融税制,労働,水資源)並びに林業・
木材産業内外対策協議会等を活剛し，懸案事項の検討を進め，時宜に応じ，関係方面へ各種要望を行っている。
日本林業経営者協会細港区赤坂1-9-13三会堂ビル9F(〒107)"03(3584)7657F(3585)7857

⑭r林経協月報』＝年12回,7.200円…林業経営，税制，金融，労側，行政，機械，木材市況／⑯"フオレストーク''=2
月1日ごろ･･･森林･林業･木材等に関するパネルディスカッション。“施策研修会"＝1月19日ごろ…税制，金融，林野
庁予算。“研修セミナー''=11月15日ごろ…林業の税制，労働，機械等のW艫。“海外，国内視察,"=海外は2年に1回，

国内は毎年･･･林業の視察／⑬法人，自立林家を中心に林業の発展のために活動している。青年部会･婦人部会は常に新し

い問題を取り上げ，活発な活動を展開。
日本林業同友会東京事務所港区赤坂3-10-2赤坂コマースビル4F(〒107]aO3(3584)5439F6378

日本林業土木連合協会細千代田区永田町2-4-3永田町ビル6F(〒100)aO3(3581)7704F(350!1)1687

⑳『林土連』＝年3回，無償…協会活動，諸行事，関係予算，その他の怖報／⑲林業土木(治山・林道)の施工等。
日本林道協会千代田区永田町2-4-3永田町ビル4F(〒100)aO3(3581)2288F1410

日本林野測量協会細千代田区六番町7日本林業技術協会別館2F(〒102)sO3(3261)8138F=公共用

⑬『林測協だより』＝年4回，無償…林野測戯協会の行事,部会(搬影，オルソ，|淵発)の動き，林政の動向，地方会員の紹
介,その他／⑬森林空中写真撮影とその図化,地形図修正など林野庁の森林航測事業を当初から担ってきた日林協と航測
各社の組織する団体です。発足時は任意団体(測友会)でしたが，昭和46年に社団法人に改組しました。会長は福田省一

元林野庁長官，会員数は，日林協，朝日航洋，アジア航測など全国で32団体です。
日本煉炭工業会港区海岸2-1-18高丸ビル4F[〒105]aO3(5442)2140F2630

農林水産航空協会㈱千代田区平河町2-7-1塩崎ビル3F[〒102]aO3(3234)3380F(5211)8025

⑳『農林水産航空事業受託試験成績書(林業編)』＝年1回,報告会で配布…毎年度,会員,鋳助会員からの受託試験の結果

の報告。農業関係についても同様に発行している。『農林水産航空年報』＝年1回，凶，都道府県，会員，賛助会員，大学
等に配布･･毎年度の農林水産航空事業の実繊。『･農林水産航空事業技術指針』＝年1回，国，都道府県，会員，焚助会員，

実施団体等に配布･･農林水産航空事業の計画簸定や実施に当たっての指針／伽"林業航空技術研修会"＝隔年開催（ただ
し，俊業については毎年開催)。国，都道府県，会員，焚助会員を対象…航空機を利用した林業I卿係の技術の普及。例：

松くい虫防除,航空緑化など／⑬腱林水産業における航空機による薬剤,肥料の散布等航空機を利用する事業の発展を図
るため，農林水産航空事業に関する計画の樹立,調査研究,新技術の|州発その他腱林水産航空事業の振興に|卿する事業を
行うことを目的に昭和37年に設立された社団法人です。

緑の地球防衛基金千代田区神田駿河台1-2馬事畜産会館〔〒101]aO3(3233)3376F1248
木材利用推進中央協議会千代田区永田町2-4-3永田町ビル〔〒100)aO3(3580)0335F3226
木材性能向上技術研究組合(WMRA)中央区八丁堀3--5-8京橋第二長岡ビル7F[〒104)aO3(3552)6184F6186

⑬木材性能向上技術成果集を平成6年3月31日に発行しました。実澱4,000円で頒布しています。
林学会側千代田区六番町7日本林業技術協会別館2F(〒102)aO3(3261)2766F=窓共Ⅱj

⑲本会は林業に関する学術の研究を奨励し林業の改良発達を|質|ることを目的としています。このため次の駆業を行って

います｡①学術研究業紙の表彰,②林業に関する璽要な事項の調査,③学術識滅会のI淵催,④印刷物の刊行,⑤日本林学
会の蛎業に対し＃li助金の交付，⑥その他本会の目的達成に必盤な耶項。

林業科学技術振興所卿千代田区六番町7日本林業技術協会別館2F(〒102)"03(3264)3005F(3222)0797

⑩『森林総合研究所文献等受入速報』＝年6同，6，]80円･･･林野庁森林総合研究所で受け入れる和･洋の単行番，パンフレ
ット等の目録を隔月に集録･発行している／価"林業科学技術振興徴"＝掠年5月･･･研究奨励賀？試験研究機関,大学等に
おいて、研究に従事し研究成果があり，完成のあかつきには，その振興発展に寅献する見込みのあるもの(受徴対象40歳
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i
鋳含 篭所の 森林総合研究所

研究情報科長

鯛研究情報公開システム
h皇邑鍔ﾛ

に'－

，↓

鋳、！
固
《一J

＜
f

1．研究ネットワークの現状

国内の主な学術用の研究ネットワークの現状につい

てまとめると表①のようになります。森林総合研究所

のLANはMAFFIN経山でインターネ

すずきてるのぷ

鈴木皓史

▼表①主な学術用研究ネットワーク

ツトとも接続されています。

農林水産省の広域ネッ1､ワークであ｜
るMAFFINは筑波にある股林水産技｜

術会談筑波期務所猫算裸がその管理．｜

運営を行っています。このネットワー’
クには本省をはじめ全国の30場・所が｜

接続していますが，近年トラフイック’

が大I偏に増加し，簡速化の必要性が出’

てきました。そのため，平成7年度補正｜
予算でこれら場･所のLAN高速化など｜

強化が予定されています（図①参照)。’

2．コンピュータ・システム

当所共用のコンピュータとしてワーク

ステーションが2台(SUN4/10、

ネットワーク 利用機関等

各省庁の研究機関，省庁ネットワーク等を

接続するバックボーンネットワーク
（科学技術庁（事務局)）

省際研究情報ネットワーク

(IMnet)

国際理学ネットワーク
(TISN)

東大理学部を中心とする大学，国研等
（運営協議会）イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

騒応大学環境情報学部を中心とする大学，
国研および企業の研究開発部門

（運営協議会）

WIDE

東京理科大学を中心とする大学，国研等
（日本BITNET協会）

BITNETJP/JOIN

省
庁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

学術情報センターを中心とする文部省所轄
の大学・研究所(文部省学術情報センター）

学習情報ネットワーク
(SINET)

農林水産省研究ネットワーク
(MAFFIN)

農林水産省国研等

（農林水産省）

通商産業省国研等
(通商産業省工業技術院）

工業技術院ネットワーク

(AISTNETWORK)

HP9000)あり)000)あります。これにカラープリン

デジタイザ、メソプロッタ等種々の

堂を受

夕
周
り
シ
テ
等

▲科学技術会

辺
ま
ヨ
ム
が

わ

お〃 グプ
守
口
！
Ｉ
？
０
１
４

i'”鯛悩ﾝター（沖縄）▲図①MAFFIN高速化計画

林菜技術No.6461996.1
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▼表②当所の刊行物一覧表ワークステーション周辺装置ワークステーション

年 報

研究報告

研究成果選集
所 報

研究の"森"から

回
回
回
月
月

１
６
１

年
年
年
毎
語

ロ
ョ
ロ
ョ
ニ
三
二
三
口
三

２
９
１
０
２

３
６
１
８
４

３
３

▲平成7年12月1日現も

年間に収集された林業・林産業に関する国

内文献400誌から，研究上必要性の高いも

のを選出し，課題ごとにODC(Oxford

DecimalClassificationfol･Fol･estry)方

▲図②森林総研の共用コンピュータ・システム

｜万冊を所蔵しており，閲覧などのサービスを行ってい

’ます．

’2)研究成果情報息成果発表会，刊行物，見学，展示
｜などを通して研究成果を幅広く公表しています。刊行

｜物については，表②に示すように各種の冊子体・パン
Iフレットにより成果の公開・普及に務めています。現
｜在その配布数は，関係機関や学校，一般の来所者も含
｜め，約3,000部に及んでいます。
13)データベース』毎年刊行されている｢ODCによる

｜林業･林産関係国内文献分類目録」(林業科学技術振興
｜所発行）をデータベース化し，ネットワークを利用し
｛た検索サービスも行っています。

このデータベースは森林総合研究所の図書館に，1

式による分類コードおよびキーワードを付与してコン

ピュータ入力したものです。
『‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐・‐‐‐．．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．‐．．‐‐‐~‐‐‐・‐..‐‐‐‐‐‐．‐‐．‐．．‐‐‐．．‐‐．．．..．‐‐‐‐

！この膨大なデータは年々蓄積され，所内の研究者の
：みならず，所外からもオンラインで検索ができるよう

iになっています(平成7年4月現在,蓄積件数96,000
i件以上)。
iなお，参考までに当所からオンラインで検索できる

Iデータベースのリストおよび概要を表③に示します。
｜主として農林研究者を対象としたデータベースで，中

Iには有料のものもあります。詳しくは当所資料課また
Iは各デー ﾀべー ｽ保有者にお尋ねください。
L→‐‐‐‐‐‐‐－－－－－－．．．．‐‐‐‐‐‐‐‐－－－－－－－－－－．．－－－－－－．．．－－－－－－－．－－‐‐‐－－－．－．．．－－－

▼表③森林総研からオンラインで検索できるデータベース一覧

データベース’蓄積件数｜蓄積期間データベースの保有者 内容

森林総合研究所が作成しだ林業・林産業関係の国内誌
約400誌からの文献情報／オリジナルは図書館にある

FOLIS 96,000件～ 1979～1994圧 森林総合研究所

農林水産技術会議事務局
震林水産研究情報センター

農林水産関係の国公立試験研究機関の研究課題情報
RECRAS-II 11,549件 平4～平6年度

AGRIs1,679,058件～|1982年~現在

AGRIs2630,000件～|1975~1981年
FAO(国連食糧農業機潤|世界(170の国および機関)の農林水産関係文献情報
同上 同上

CABInternational出版の50種以上の抄録誌に含
まれる全記事を収録した農業・農学全般の文献情報

CAB 2.319,000件～ 1981年～現在 英連邦農業総局

農林水産技術会議事務局
農林水産研究情報センター

国内の農林水産関係の文献情報で，日本農学文献記事
索引のデータベース化

JASI 88,452件～ 1981年～現在

農林水産省の試験研究機関等にある逐次刊行物洋図
謹・資料類の所在情報のデータベース

NCAT 22.000件～ 同上

FAOと

ユネスコ国際海洋委員会
水産（海洋と湖沼）に関する生命科学，生物資源・海

洋政策を含む文献情報
ASFA 384,000件～ 1981年～現在

バイオサイエンス・イン

フォメーション・サービス

(USA)

アメリカのバイオサイエンス・インフォメーション・

サービスが作成した生命科学全般にわたる総合的な文
献檮報

BlOSIS 3,636,000件～ 1986～1992年

BIOSIS2

BIOSIS3

JICST

541000件～

703,554件～

（有料）

1993年

1994～1995年

1975隼～現在

同上

同上

日本科学技術犢報センター

同上

同上

世界各国の科学技術全般の文献情報

ナイト･リツダー･インフォ
メーション(USA)

約450種に及ぶ世界各国・各分野の文献情報
（データベースによって蓄積は異なる）

(有料）多種

林業技術No6461996.1
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4インターネットによる情報提供

当所のネッl､ワークを使った成果情報等の公開は，

アメリカをはじめとする海外の先進機関から見るとい

まだ開発途上の段階といえるでしょう。

農水省では比較的早くから技術会議により研究場所

のネットワーク化が推進されたおかげで，筑波の本所
と関西支所では平成4年に，翌5年には全支所がネッ

l､ワークに接続されました。

今では研究資料の問い合わせ，発表原稿の送受信か
ら海外との連絡にと龍子メールがR常的に利用されて
います。

ここ1,2年のインターネットの普及はめざましく，

Gopher､WWWサーバ'二で官学民を問わず,全世界

で自らの機関の宣伝にその技術と努力を競い合ってい

る状況です。

当所においてもWWWによる怖報発信の必要性を

認め，少ない陣容での努力により，昨年4月の一般公
開日に問に合わせることができました。所長の声と写
真を城せたこのホームページに対して,1日のアクセ

ス回数が900件もあり，ほっと安心したところでした。

1)地球観測情報ネットワーク：日米包括経済協議に

よる地球観測データの相互利用計画であるGOIN(地

球観測情報ネットワーク）のデモンストレーションが

昨年6月H米合|司で行われました。

このため当所は，農林水産省唯一の参加機関として、

そのテーマにふさわしいデータベースの椛築を急ぐこ

とになりました｡｢森林生態系保謹地域における極相林

監視」と題して前橋営林局管|ﾉ1に設定された，吾妻山
周辺森林生態系保護地域を対象として，人工衛星画像，

航空写真と長期間蓄稜された森林調恋データ等を用い
て森林の季節変化・経年変化をビジュアルに表示でき

るシステムです。田中真紀子科学技術庁長官も出席さ

れたこのデモの結果は新聞紙上にも取り上げられまし

たので，記憶されている方もいらっしゃるでしょう。

現在でも，その内容はWWWサーバ上に残ってお

り，当所ホームページ等から見ることができます

(http://ss.ffpri.affrc.go・jp.http://www.goin.

''asda.go.jp)。

2)林業・林産関係国内文献情報データベース：前述

の「ODCによる……」のオンラインデータベースシス

17

テムに改良を加え，インターネット上で利用できるよ

うにしたものがこのFOLISです。ここに入るには，

FFPRIのホームページから入る方法と当所のサーバ

に直接アクセスする方法とがありますが，当所のサー

バにログイン名を持たない一般の方は前者をご利用く

ださい。詳しくは企阿調整部資料課までお問い合わせ

ください。

3)樹木年輪情報検索システム：ファクI､(生)データ

を使った研究惰報データベースとして，まだ試験的に

運用中ですが，樹木年i肺情報検索システムがあります。
『‐、‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐-‐‐．．‐‐．．．‐‐‐‐‐．‐‐‐‐．．‐‐．‐．‐‐‐‐‐‐一‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐I

これは長い年月の洲査により蓄職されてきた樹幹解’

1析および関連資料を研究者相互で共有できる形態で公｜
｜開．提供することを目的として開発されました。
｜長野営林局管内で伐採されたヒノキ，サワラ，ヒバ｜
｜など針･広葉樹約1,000本の樹幹解析資料とその伐採1
1林分の施業履歴等をデータベース化し，インターネッ：
i卜を介して利川できるようにしました。
1本システムは前述のFOLISと同様,FFPRIのホー：
｜ムページから入ることができます。マウスによる簡易I

｜な操作だけで年輪惜繩や林分情報に関するデータ検｜
｜索・表示が可能となっています。
｜平成7年度指定研究でスタートした本システムは，｜
｜来年度には高度なデータ検索機能も備えて正式な運用｜
’に入る予定ですc乞うご期待。

おわりに

以上で森林総合研究所の研究情報公開システムの現

状報告を終わります。当所には電子化されていない研

究情報が山ほどあります。来年度からは精力的にデー

タベース作りに努力いたします。ご期待ください。当

所のオンラインデータベースにアクセスするのに特に

用意するものはありません。今のところ，利用料金も

いりません。ただインターネットに接続可能な環境さ

えあればいいのです。個人で接続するには少々元手が

かかるようですが…。また,公立機関には当所ODCサ

ーバへのアクセス権（試用権？）を提供しています。

研究情報室までお問い合わせください(E-Mail

addl･ess:trsuzuki@ffpriaffrc.go.jp)。

間合先

〒305茨城県稲敷郡茎崎町松の里1
森林総合研究所企画調整部研究傭雑科
容0298-73-3211FAXO298-74-8507

＊情報の情報ガイド雑記…インターネットと林業について，林野庁の松浦純生氏が『林政ニュース』38～40．吟に
わかりやすく解説／データベースの検索専門技術者＝サーチャー。少々古いが三輪眞木子著rサーチャーの時
代型（丸善，1986）が参考に／商用ネット、例えばNIFTY-Serveのネイチヤー＆バードフォーラム(FBIRD)
や自然環境フォーラム(FENV)などは，自然愛好の方々がよく参照するフォーラムの模様/1冊の図書で海
外の情報を把握する糸I1を見つけるなら，河島正光監修･ジャパンタイムズ編r海外情報源ハンドブック』（ジ
ャパンタイムズ，1988）などがコンパクトで便利..。
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I
辰 戎 薪を葱く白、 細農林水産技術情報協会

情報システム部長

鶴6AFFTINET''&"AFFTIFAX"

（棚農林水産技術'情報協会では，協会会員への情報提

供サービスの一環として，パソコン通信網を活用した

オンラインによる情報提供システム"AFFTINET"

を運営しております。

平成3年のI附設以来淌5年を経て,AFFTINETに｜

登峨111の‘備搬は,項I1数で約10,000件,総情報量は約’

200,()00行を数え，ご利川会員各位のご要望をお聞き｜
しつつ，新鮮で有被な､li報を迅速にお届けできるよう,|
情報内容の一脚の改善・充実に努めてきました。

また，当協会の会圃以外の企業・団体・個人などで，’
AFFTIKETの測用を希望される方々にも門戸を開｜

放するため,｢AFFTINET会員｣の制度を設け情報提

供サービスを行っております。

平成7年には,AFFTINETの機能を補完する自動
音艤応答フフ'ツクス・システムを導入し,､､AF-

FTIFAX"の愛称で画像を含む備報提供サービスを開

始しました。

AFFTINETおよびAFFTIFAXのご利用により，

急速に進展する技術開発研究の動きが把握でき、各位

の事業展開に役立つものと確信し，農林水産技術に関

心をお持ちの皆様のご活用をお待ち申し上げる次第で

す。

1AFFTINET利用の資格要件

AFFTINETは,1:1本電気㈱が主宰するパソコン通

信ネッ｜､ワーク「PC-VAN」に専用のコーナー

(CUG:ClosedUserGroup)を構築し運用しており

ます。このため,AFFTINETのご利用には次の要件

を満たしていただく必要があります。

i①勝報協会の会員（正会員･賛助会員)，またはAF-

IFTIKET会員であること。
i②間本電気㈱とPC-VAN会員契約を結び,｢ﾕー サ
IID」を取締すること。
i③背雑協会にAFFTINET利用の申し込みを行い，
ICUGメンバーとして登録すること。

2.AFFTINETへの加入手続き

①日本電気㈱のPC-VAN事務局に｢PC-VAN契約

申し込み-『I」を捉州し，会員登録を行ってください。

パソコン通信によってPC-VANへの入会申し込みを

行う「オンラインサインアップ方法」もあります。宛

先は次のとおりです。

林業技術N().6I161996．］

くぼしちろう

久保七郎
弧

r‐‐‐‐‐‐‐．‐．．．．．‐‐‐‐‐．‐‐‐‐‐.．..．‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－‐‐‐‐‐－－－‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．．‐‐I

｜〒108-01束京都港区芝5-7-1日本電気本社ビル内I
PC-VAN事務局窓03-3454-69091

｜☆「PC-VAN」オンラインサインアップ専用アクセス｜
Iポイント0120-00-9896(フリーダイアル）
L____－_____.….___._.．.._.____________÷_÷------←_-----------..-‐

PC-VAN会員には「一般会員」と「法人会員」の区

分があって，契約条項や料金体系が異なり，後からの

区分間変更はできません。

『－‐‐‐‐‐．．．．‐．‐．．．．．‐‐‐‐・‐．．．．．．‐‐‐‐・・・‐‐・‐．‐‐.~‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐←‐‐‐‐’

’一般会員は、利用者の個人契約で，登録名義の契約’

’者（申込者）に対してrユーザID｣1件が付与され,|
｜利剛料金は契約者指定の預金口座からの引き落としで！
i決済されます。
i法人会員は,複数の登録利用者にユーザID各1|:!
1が付与され，利ﾉw料金は1契約内の登録利用者分をま！
！とめてi講求僻が発行され,銀行振り込みによる法人-i
I括支払いとなります。
L_､.､.､_｡‐一・．．－．－－－－－－－．－－÷、－－－．‐．－－．－－－．．．．.今今一一一』－－．－－‐一一一一一一．．．‐一．、－－．－－．－－－

②PC-VAN蝋務局で申し込みを承諾したときは，

｢ユーザID」および「仮パスワード」を付した会員証

が送られてきて，以後,PC-VANの利用が可能になり

ます。

③I間報協会の「AFFTINET利用申込害」に，利用

会員名・朧所･階話番号,PC-VANユーザID等，所

定の事項を記入して提出していただけば，協会のAF-

FTINET会員としてCUGメンバーに登録し,折り返

し電子メール等で会員に連絡します。

その段階から，会員はAFFTINETへアクセスでき

るようになります。

3.AFFTINETのユーザー環境

パソコン通信によりAFFTINETを利用するため

には，「端末機｣と，これを電話回線に接続するための

rモデム」および「通信ソフI､」が必要です。

I端末機には現(I;市販のほとんどのパソコンやワープ’
ipが利11]できます。したがって，電話回線の備わった’
1所なら,l;Iillﾉ1外を問わず，どこでも利用でき，携帯用’
1のパソコンを使って出張先から職場の保存情報を呼び’
1出すことも可能です。

：現派，「まいと～く」やrCCT-9811」など，多くの1
1"li洲1アプリケーション・ソフトが市販され，容易に｜
；交僧操作ができるので、特に専任のオペレーターを綴｜
iく必要はありません。
&...-..........__._…...､－－－－－－－－－－－－－－－－－－1



I埴fメール

1I電子掲示仮（コミュニケーション広場）
ⅡI精報提供

1.股林水産省の併報･…････…･……･－………

2.農林水産技術会議の情報
21行噸案内･…･･…･…･･…"…………．

22雌近の動き･………………………･………

2．3予算……･････…･…..｡….………

2．4研究支援施策の情雑……･……････．．“

2．5刊行物・特許案内……………….……

3農林水産省試験研究機関の悩報
31行事案内……………･…･･･…．．…･…

3．2最近の動き…･…･････－….…….…

33刊行物案内…………･……．．････…･･…

4.農林水産省の組織と人
41人事異動…･…．．……………－……….…

4．2腱林水産擶の組織と人…････………･…

43農林水産技術会議事務局の組織と人

44試験研究機関の組織と人…………
5.公立試験研究機関の備報
5.1人事異動…･………･…．．……･…･….、

5．2組織と人…･…………………………．、

53最近の動き……･……･･･…………….…

5.4刊行ﾘ罐内･……………････………･……

6.学会・研究会等開催案内･…………..．.…．

7.プロジェクト研究悩報････････……….……
8.研究成果情報……･……･………･….….

9.バイテク情報…･………．．………･･･…･･･…

10.ソフI､ウェア梢報………･……････…･…・・
1l.学会・民間・団体等の情報･･･…….．.､.…

12.憎報協会からのお知らせ

12.1AFFTINET!案内摘報.．…...….……

12.2AFFTIFAX案内情報….､､…….、
12.3情報協会からのお知らせ……･･……

12.4研究ジャーナルのn次一覧･…．．……‐

AFFTINETの情報メニュー

…読み縛き［j出

･･･主として技術の|淵発・普及稗をめぐる施施・予郷拝の州M

研究会・榊減会・各梛会議報の月・週IIM予定等
農林水産技術をめぐる岐近の肋向，プレス発炎.'j噸智i
大蔵要求・政府案成伽時点の試験研究f算等の怖報
民側・部道府II癖への支援施簸の内容・予猟の柵報
各祁施簸解説熾料・調査柵fli・研究鞭告．特許の概醐

シンボジ，ﾝム・セミナー・研究会・発炎会報の内容・日程薪

特殊機械・施股の盤伽，伽究成果のブレス発表等の柵縦
各朧関が|:ﾘ行する研究繩僑・図沸・筒料の目次等

本街採長以|を，技術会縦・研究朧側の職闘の人那異助
本省組織（各局・部・糾名）および‘誤長以上の氏名

技術会議組織（課・班・係名)，所峨および係長以l:氏名
農水街研究機関の部・科・研究室および研究室提以上氏名

部道府膿試験研究機関の絆部の人耶異勤に係る仙報
同この所花，組織・機撒，｛抑究噸位歯任者以上の氏名

各機関における各獅行覗・研究トピックス，i竣研究成果等
各磯関が{:I行する研究報行・迩料群の掲縦課魎の概要等
一般公開の趣糯で開催される学会・研究会・シンポジウム等
技術会議ﾁ鑛局所管の特別研究・別枠研究報の課題・予算

専門・地域別の研究批進会縦の審識を経た年次主要成果
技術会議バイオテクノロジー課の提供によるバイテク関係笠婆椚報
国公立試験研究機関幕で開発されたコンピュータ・ソフトウェアの悩報
農林水産関係の学会・民間企業・剛体等の行顎案内．鋤向

AFFTINETの情報内容，利"呼順，検索キーワード．留意斗噸瀞
AFFTIFAXの悩報内容，‘『ﾘ川予順，翻意'l噸等の悩報
悩嫌協会が実施する研究会・シンポジウム簿の行ｲ『，業務案内
協会『ﾘ行の州1:ﾘ誌の削刊吟から遡月発行分までのn次・髄

'9

4.AFFTINETが提供する情報

協会では，ご利用会員のご意向をうかがいながら，

農林水産技術にかかわる広範・多岐な情報を，計画的

に収集・入力し，別表のような情報メニューに盤理し

提供しております。

のようにさせていただいております。

｜①慌報協会の会員（正会員･蟹助会員）は，「ユーザ

|ID｣1件までは無料。
｜②情綴協会の会員で，2件以l:の｢ユーザID｣の利
｜州を希望される場合には，2件目の「ユーザID」か
｜ら，1件当たり年額3.0001ﾘ。
｜③国立試験研究磯INIの公剛のrユーザID｣について
｜は，「モニター会員」として燃料。
’④附椛協会の会員以外で,AFFTINETの＃l1用のみ
を希望される方にはrAFFTINET会風」の規定によ
り，システム連衡の溌経職としてrユーザID｣1件当

たり年額20,000円。
⑤笠録会員の'|淵報使用料はすべて無料。
⑥当協会とは別に,NECへの毎月の「PC-VAN利
用料金」および「アクセス・ポイント」までの公衆回
線使用料は利用時間に応じ会員のご仇担となります。

なお,PC-VANのアクセス･ポイン1,は全国の都市

に配侭されているため，中央・地方による通信料金負

担額の差がほとんどなく，これも本システムの特長の

一・つになっています。

6．官公署等のPC-VAN加入手続き

PC-VANの会員契約は，個人会員を基本とする趣

これらの傭諏にはキーワードを付けて，利用者が必
要な情報に迅速に到達し，選択・入手できるようにし
てあります。

なお,AFFTIKETの提供情報は，できるだけ幅広
く活用していただきたい趣旨から，会興が必要情報を
抜き出して使うだけでなく，若干の加工・処理を施し
て(職場内LAN等の)別のネットワークのデータに転
用することも制限しておりません。

5.AFFTINET利用に必要な経費

AFFTINETは，農林水産技術情報協会が協会会員

への多様な情報提供サービスの一つとして運営してい

るもので'NECPC-VANへの会員管理料･情報ファ

イル使用料等は協会が負担し，会員の皆様には伽力ご

負担をかけない方針で臨んでおります。

このような趣旨からAFFTINETの利ﾊl料金は，次

林蝋技術No.6461996.1
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旨から，会費の支払いは銀行口座からの引き落とし，

またはクレジッ|､カードによる決済となっていたため，

国・都道府県・市町村等の官公署や法人等では，会計

処理上の不都合があり，これがAFFTINETに機関と

して加入していただく場合の障害になっていました。

NECPC-VAN事務局では，こうした問題に対処す

るため,｢I>C-VAN会員規約」を改訂し，前述のよう

に新たに法人会風の制度を設けました。

この制峻によれば，料金の決済は請求書に基づく振｜
り込み，もしくは銀行'－1座振替となり，機関加入に際｜
しての不都合は＃職i'iするものと思われます。なお,法｜
｜人会員月額ji噂本科の定めは，料金支払いにかかわる諸｜
|手続きの経班と聞いています。
｜加入擬側の窓llとなる担当者が個人名で，または組｜
|織名に通じる『ペンネーム』で加入し,銀行口座から｜
｜の料金引き落としを指定される場合は，個人会員扱い1
1となり，月額基本料は不要です。
､一七.■。．．÷一一←-令一一一一.■÷＝＝＝‐・争甲-.つ－－．■一一一一一÷‐←一÷一÷÷一一÷一一一一－一一一一一一参．、句守一一一吟一一一一今一q

7．ファックス情報システムCcAFFTIFAX"

パソコン通信によるAFFTINETは,画像情報の提

供や情報伝送速度に制約があるため，これらの機能を

ili完し，会員サービスの向上とユーザー層の大幅な拡

大をI叉lるため，、12成7年に自動音声応答によるファッ

クス・サービス・システムを導入し,､6AFFTIFAX"

の愛称の下に2411#間無休で運Njしております。

AFFTIFAXは，近年広く使われておりますファッ

クス通信により，ユーザーがご希望の情報を任意に選

択し，いつでも，どこからでも必要な情報を受信でき

るシステムです。r1j販のごく一般的なファクシミリに

より．プッシュボタンの操作で情報にアクセスできま

菰獅クテータベースの
“ツツ

RAIS

1.RAISとは…

RAIS(ライス）は，正式には「農業農村情報システ

ム」といい,｣|z成3年4Hに一般公開した農業・農村

に|腱lする専門の本絡的データベースです。データベー

ス・サービスの離水は，利用者が欲しいデータを容易

に検索でき，また取り出したデータを自由に編集した

り，加工できる便宜を利用巻に提供することだと考え，

この視点からシステムを椛築し，情報を蓄積していま

す。

上記の堆本コンセプl､を具体的に説明しますと以下

林業技術沢｡6461996．1

す。AFFTINETとの連携利用を前提にしたシステム

ですが，単独でもご利用いただけるようになっていま

す。

'一..….….~…→－－－－－~~一.…~...~~－－－.~~~~...~~~..､I
AFFTIFAXの操作手順

①お手元のファックス電話により，協会のAF-'
FTIFAX聯川番号を呼び出す。

②回線がつながると自動応答システムが作動し，背｜
満で操作手順をご案内します。

③齢li案内に従って希望の情報番号をプッシュポタ’
ンで入ﾉﾉし，スタートボタンを押して受話器を瞬く。｜

④しばらくすると，お手元のファクシミリに指定し
，た悩報が脳きます。

AFFTIFAXの情報構成

IAFFTIFAXで提供する情報は,7桁のコード番号

I（3桁のボックス番号十4桁の情報番号)で分類し登戦
してあります。

｜初めてアクセスされる場合は，音声案内に応じて｢0

i#｣と人力すると，登戦情報の総合目次が入手できます
’ので，以後，ご希望の情報番号を選択・指定し呼び出
：していただけます。

AFFTIFAXの操作手順・情報構成等は,AF-

FTINETの案内情報棚に掲示してあり，この案内悩

報および抄録を基に効率的にファクシミリが利用でき

ます。なお，当協会の登録会員の場合，情報は無料で

開放しておりますが，通話料金は利用者側のご負担と

なります。

間合先

〒103束京都jll央区I~l本橋兜町15-6製粉会館5階
㈹腱林水産技術情報協会情報システム部
"()3-3667-8931FAXO3-3661-8933

助農林統計協会

情報事業部長

よしむらひですみ

吉村秀清

のとおりです。

まず，システムの面では，専用回線を通じて磁気の

形態で利用者は入手できるようシステムが組まれてお

り，このことにより利用者があらためて印刷物から入

力する無駄を省いたということです。

'‐‐‐‐‐‐‐．‐‐‐．．．‐．‐‐.・・.．‐‐‐・‐‐..‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－‐‐‐‐‐‐‐一‐‐‐一‐‐‐‐．‐..‐‐．‐‐‐．‐‐‐‐：

I通粥，商用データベースといわれるものの中には，I
IIIIIi而で眺めるかプリンターで打ち出すことによって精！
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＃報を入手することになっているものがあります。また，｜
｜統計情報は，リレーショナル型のデータベースとなっ｜
’ており，行単位に,列単位に，場合によっては一つの’
’数値だけでも取り出して計算やソート（並べ替え）が！
’できます。この点が，ファイル単位でしか扱えないパ！

’ソコン通信と基本的に異なる点です。
｜さらに,RAIS専用端末ソフトは,いわゆる統合型ソi

lフトで,通信をはじめ検索,編集,計算,分類,グラi
lフ作成，文字入力等の機能を持たせており，統計を円I

｜由に活用できるよう配慮されています。
｜操作而についても，ワープロ磯能を除き，キーボーI

’ドに触れることなく，マウスと呼ばれる入力装置で指｜
｜定をすることで各種の業務を行うことができ，初心者＃
｜でも操作しやすくなっています。
L←‐_‐‐_－－－．－－－．－－古．、－－－－－－._今一一一一．__‐－－．－‐､－－－－－－－_‐‐‐___－－－．．．．_←_

また，情報面ではできるだけ多くの生データを蓄磧

することとしております。

『‐‐‐‐．．‐‐‐．．．．‐‐．．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ー‐‐‐‐‐~‐．‐．‐‐‐：

！加工計算は利用者の使い方によってさまざまですの1

1で，データベースとしては持っておらず，生データをI
；検索したらRAIS専用端末ソフトの機能を使って,利｜
i用者に自由にやっていただくことにしています。
；さらに，農林水産統計のデータが中心ですが，農林｜

：漁業を考えるうえでは周辺の関連するデータも必要で！
；すので,例えば国勢調査,農林水産物の貿易統計,家I
i計調査なども併せて蓄積しています。
L_－－－－－－－＝___------_______－－___-.-------__……._._._.‐

このようにRAISの利用者は，いながらにして欲し

い情報を直ちに入手でき，そして目的に応じた活用が

できます。従来であれば，印刷物を取り寄せ，そこか

ら入力し，さらに校正をして，それからようやく分析

や編集という作業に取りかかることになります。その

点,RAISでは,情報の入手，入力,校正という苦痛の

伴う作業から解放し，情報をいかに活用するかにエネ

ルギーを注いでいくことを念願して開発したものです。

2.RAISの蓄積データは…

蓄積データは，大きくは二つの系列があり，一つは

統計情報であり，もう一つは文書情報です。

(1)統計情報：主要な農林水産統計はもとより，関連

統計を含めて46本の統計と市町村の類型化に必要な

地域類型コードが1本，合制．47本あります。このうち

市IIII村別に表示されるものが15本,腱業集落別のもの

が1本です。腱業集落単位（全臓|で13万6,000集落）

のデータは，これまで以上に糒織な地域振興計剛や中

山|剛対策が求められている状況下では，極めて有効な

データとして利川されています。蓄職統計は以~ドのと

おりですが，統計名の後ろの＊が付いているものがfli

町村別になっているものです。

生産腱業所得統計＊／腱村物illi賃金統;l･/作物統計
＊／耕地及び作付面祇統計＊／股家経済調査／米及び

麦類生産識／畜産統計／畜産物生産費／国勢‘淵恋＊／

家計調査(食料品の品『I別)／洲没省物価指数／腱業セ
ンサス＊／腱業集落調査＊／背果物卸売市場調査／農

家経済収支(月次)／食料禰給表／野菜樋子生産統計／

花き生雌出荷統計／牛乳乳製品統計／果樹生厳出荷統
計＊／野菜生産出荷統計＊／腱林水産業生産指数／野

菜生産溌／果実生産澱／腱業協同組合等統計／肥料要

覧／農薬要魔／園芸用ガラス等設髄状況／飼料使朧／

食品雄業動態総合調査／艇業集落カード（挫業集落単
位のデータ)／農地の移勤と転用＊／漁業センサス

＊／林業センサス＊／股家人口の将来予測＊／獄易統
‘訓.(膿林水産物)／総合股協統計／畜産物流通統計／腱
業動態調査/FAO生産統計･/地域膿業統計*/磯山

漁村地域活性化要因調在＊／漁業．養殖業生産統計／
腱業腱村環境擢備状況調査／統計速報／地域類剛コー

ド＊

また，統計情報の蓄穣年次は,年報類は昭和60年度

分から蓄積されており,今後11年次分まで被み上げて

いく予定です。隔年実施の統計類についてはさまざま

です。例えば，農業センサスや国勢調査の場合は1985

年と1990年の2年次分で，林業センサスの場合は

1990年，漁業センサスの場合は第8次(1988年)の1

年次分となっています。なお，腱業センサスは1990年

で農家定義など大幅に改訂がありましたが,1985年の

データは90年の定義に合わせて組み替えたものを蓄

俄しているので、時系l1比較が可能です。

霧麺■出…己l躯slk塞汀■…孟函綴窒世襟 林褒槌事世幣員数

…
”

琴､華啄涯 [人］

;唾
銅
訓
劉
認
珊

甑
１
ｇ
、
醜
７
淀
葵
劃
箏
．
、
皿
“
刊
Ｅ
Ｅ
ｆ
ｌ
ｆ
ｆ
ｌ

霞｜
|：

|；
「

I
l：
l・
}・

I：
1．

砿
ｆ
耐
誕
狂
誕
糀
班
騨
曄
雌
錘
Ｋ
豪
．
、
膠
、
Ｉ
１
２
ｆ

■
名
夕
こ
〃
凸
Ｆ
、
タ
ケ
、
『
毎
Ｗ
討
詞
】
制
〕
『
【
Ｍ
『
創
馴
削
げ
毎
夕
こ
』
ら
雇
い
Ｆ
Ｌ
呵
川
１
月
詞
『
Ｈ
弓

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1
芝
自＝

＝目

翠
翫
豚
戟
蠅
画
峨
泥

藍

Z
＝
E＝
臣＝

一
》
画
一
一村

IⅧI－nT？，｜||｜耐安
川
三
用蕊

E

添山
村
諏
村

助
鋤

鋤
市

奈良大和大和天理梱原桜井五隙笹勵
市高田郡山市市市市市

地或2

フ作成の例（右）

鷆零 11 12 13

▲検索統計の例（左） とグラフ作成の例

林業技術N().6461996.]



22

林業そのものの統計といえば林業センサスだけにな

りますが，山村，中山間の統計という視点に立てば，

国勢調査，耕地及び作付面積統計，農業センサス，賎

業集落カード，地域農業統計，農山漁村地域活性化要

因調査などが利用できるものと思われます。

統計表を検索して，パソコンの画面に表示した例が

前ページの図の左，それをグラフ化したのが図の右で

す。林業センサスから奈良県の林家の就業状況のデー

タを検索したものです。

(2)文書情報：文書情報は，統計速報，中央農政情報，

農業関係一般情報，農業・農村現地情報の四つの柱か

ら成っています。合計で約2,000ファイルありますが，

統計速報，中央農政情報，農業関係一般情報は過去1

年分，農業・農村現地情報は6～9カ月分が蓄積され

ています。なお，文書情報は公表されるたびに日々蓄

積をしています。

【統計速報】
農林水産省が公表する約120種類,260本の速報類i
ですが，統計書の刊行を待たずして利用したい場合にi

は便利なものです。なお，この中には統計調査の結果’
だけではなく，予測的な備報も含まれています。例え；
ば，米の作柄予想，青果物等の生産出荷予想，予想収：
僅最，作付予定面積などです。また，経済統計や流通，
関係の年次統計では月別には公表されないことが多く，；
速報ではそこがカバーされています。

林業関係の統計速報としては，合板統計，木材価格，，
製材統計，素材需給逓癩+，製材基礎統計，木材チッ；
プ統計，林家の林業統計(林家経済調査結果)，所有山

林形態別素材生産の概要，林業織造動態調森結果概要
があります。

【中央農政情報】

農林水産省が記者発表したり，各種審議会に提出し

た資料が蓄蔽されています。原則としてなるべくダイ
ジェストせずに蓄積することとしています。噸要農業i
施策，予算関係，農林金融，農政H誌，行政指針，人；
事情報,MINI･LETTER(月2同発表，腱林行政の

重要な動向をコンパクトにまとめたもので，農林水産

関係者必見の資料です）等です。なお.ここにはガッ
1，・ウルグアイ関連について整理したものもあります。

【農業関係一般情報】

ここには，雑誌記事や刊行物のリストを盤理した農i
林水産業関係文献情報．各国の農業動向や農産物濡給，

mli'lをまとめた海外腱業'IW¥M(主にFAOかUSI)Aの

公表資料です)，平成7年9〃に公表された『稚要木材

の短期需給見通し」などもここに入っています。
【農業・農村現地情報】

I1本各地での僅良辮例，先進的な取り組み，イベン

ト瀞の‘附報を19のテーマに分類して整理したもので

す。林業関係は，「森林の育成と活川」の伽|棚が9例，
r木材の川途拡大の推進･特"l林産物生産振興」のりi例

が35蛎例9｢林業の担い手確保・新技術の|＃1発・林業

の振興｣の事例が24琳例あります。このほかにも「新

規作物･地域特産品等への取り組み」が121蝋例,r"

活環境の終附．美しいむらづくり」が31覗例,MIiliと

の交流」が128噸例，『蝋境保全型腱業の推進･畜産環
境対策」が50事例あり，参考になるものと思われま
す。

3.RAISを利用するには…

RAISを利用するためには,RAISの会員になって

いただく必要があります。利用契約は原則として年度

蝋位ですが，年度の途中からでも加入は町能です。

●加入および利用料金：料金は，加入時に，加入料と

して16万円，専用端末ソフ1,代として22万円の合計

38万円が必要です｡利用料金は基本契約の場合には月

間に4万5千l'lと接続料が1分当たり30111となって

います。このほか,共同で加入したり，地域IﾉjにRAIS

の情報を脚提供できる契約もありますのでお問い合わ

せください。

●利用者に準備していただくもの:RAISを利用する

には利用者のほうでパソコン等を準備していただく必

要があります。それらを整理すると次のとおりです。

端末本体(パソコン，ディスプレー｡OSはMS-DOS
Ve1･.3.3以上｡ただし,現段階ではWINDOWS版には

対応しておりません)，マウス，ハードディスク（必
頭)，プリンター，モデム，通話同線。

なお,RAISのデータは，フロッピーディスク，磁気

テープでも提供しております。

間合先

〒153zIU;"IH"XドHM!3-9-13HJM･炭やビル

卿腱林統訓･協会傭#餌喋部
aO3-3492-2947FAXO3-3492-25615

＊まだまだネットはありますが…ここではrWOODYNETひょうご」とrJECONET－ﾉI悲学メーリングリス
ト」とを簡単に紹介します。
*前者は，兵庫県木材青年クラブが提供し，リ,↓内はもとより金岡の材木業に柵わる人々，興業櫛の方でも材木業
に興味のある方なら大歓迎というもの。入会金，会澗は一切無料。IDなしで､'GUEST"でログインし，人会

手続きのできるオンラインサインアップあり。問合せはFAXO78-845-2166まで。
*後者は，生態学の異なる専門分野に属する研究者が，〈|悲学のさまざまな主題について談論や悩縦交換をリア

ルタイムで行うために|淵設されたもの。入会を希望される方は，現在会風登録が進められていますので，次の
アドレスまでお知らせください。jeconet-admin@affl･c.“J1〕

林業技術No.64161996．］



雛の諜及を月蒋す

｢JAWICネット」

1はじめに

側日本木材総合情報センターでは，木材，とりわけ

国産材の消費拡大に役立つ木材利用傭報や木材濡給の

安定に役立つ価格・需給情報を収集，蓄砿し，パソコ

ン通信による情報提供を行っています。
『‐‐‐‐．‐‐‐‐．．‐‐‐‐‐‐‐‐‐.．‐．‐．‐．‐‐‐・・・‐‐‐‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐・・．‐．‐・‐‘･－－‐‐－･‐‐．．‐

Iこれは，林野庁の補助事業である国雌材利用li!i'報ネ

1ツトワーク整備事業として平成5年度に|淵始され，当
：センターと45地域センター(都府県庁または部府県の
：木材関係団体に端末パソコンを設侭）を結ぶ情報ネッ
1トワークを形成しています。そして本ネットワークを
｜通称JAWICネット(JAPANWOOD-PROI)UCTS
IINFORMATIONANDRESEARCHCENTER

INETWORKSERVICEの略称）と呼んでいます。
L_______________________.._…___‘.....___.__．___._._……．…_‐

本ネットは電子掲示板システムと木材流通情報シス

テムの異なった2つのシステムで織成されていますの

で，それぞれのサービスメニューや情搬内容，利用方

法などについて紹介します。

2.JAWICネットのメニュー紹介と蓄積情報

(1)電子掲示板システム：当センターと＃ﾘ用者の双方

から情報の受発信ができる双方向通信システムです。

サービスメニューは木材利用怖報，国雌材供給情報お

よび木材総合情報データベースに区分され，木材総合

情報データベースを除き，各地城センターから所定の

様式に基づき，随時，情報の登録および蓄俄を行うこ

とができます。

①木材利用情報

サブメニューは，優良木造建設邸例（鵬示施設，学
校教育施設,宿泊休養施設など川途別に9分頬)，国産’

材利用の新商品情報（内装材，外椛材）をはじめ，新
技術開発事例，出版物等発行事例などを設定していま

す｡平成7年11月末現在の帯職件数は約600件となっ’
ています。1割①は国産材利N1の新商品情報に登録され

た山形県の｢セラミック含浸木材PCウッド｣の傭報内’
容です。

②国産材供給情報
サブメニューにはプレカットエ場リスト，大型国産I
材工場リスト，優良国産材産地事例が設定されていま’

す｡特にリスト情報は単に会社名，朧所,電‘蒲番号だ’
けの所在情報ではなく。プレカット正場の場合には，’
生産能力，年間加工棟数，加工料金，樹極などの椚椛
を，また大型国産材工場では素材の入術踊，製材品の’

販売先，主力3品目の寸法，品等などの項口を加え，

ある程度，取引情報としても役立つように工夫してい

ます。蓄穣件数は約400件となっています。
③木材総合情報データベース

当センターのr木のなんでも柵談竃」に昭和63年度I
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財日本木材総合情報センター

需要増進課副主幹

たけだはちろう

武田八郎

；から整備している木材総合情報データベース（一般情
：報，リスI､情報，数値精報）の約3万件のうち，一般

情報の約1.900件が掲示板で検索，利用することがで
きます。

・メニューの項目は，木材の特性，木材の加工，木質
I建材の種類と特徴,木材の化学的利用,住宅の種類と
：木造住宅，木造住宅の繊造・造作，住宅設備・開口部
I材等,木造住宅の建設,大型木造建築,家具･木製品
I蝉，外描材・砿業用資材などで，木材利用に関しては
：ほかに例のないデータベースとなっています。
｛.....一．=_-....…….…_…...___…._---------------__‐

(2)木材流通情報システム：木材価格，需給情報のデ

ータベースで，これらのデータは当センターで収集・

盤理し，富士通FIPのFENICSセンターのホストコ

ンピュータに定期的に入力，蓄積しています。

『‐‐‐．．．．．．．．‐‐．‐＝．＝．＝＝＝.‐．．．‐‐~‐‐‐‐‐．‐‐‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~’

①価格情報データベース

’全隆Iの主要な木材市売市場(原木10市場,製品30市’
｜場)の市Hごとの価格データベースです。データは｢．’

(1)1W品の価額

(Z)商品名

〈3〉会社名

(4)住所

(5)側発のきっかけ

(6)使用樹、

(7)耐品の特磁
セールス:f§イント

(6)商品の禰緬

(9)参考価格

<10）王嘩用途

(11）間い合わせ先

セラミック合浸木材「PCウッド」

水椿性セラミックスを含浸させた内・外装材
PCウ,ソド

金山町森休組合テクノパル山形工蝋

山形県澗圧市大字泉田字住還東216

1木材の三大欠点であ愚腐る、カビがはえる、燃えるを

補う。

2都会の真ん中に木の家をつくろう。

3地球に理る催しい商品つくり。

4水回りと健康をテーマにした商品つくり。

以上力澗発の動腱
スギ

l埠境劣化の少戴い防腐・防カビ効力

2紫外錦劣化による木材の耐候性、変色が少ない

3裂面の耐汚染性に優れている

4掘水性がある

5葵剤による毒性がない
6自然の木肌感を』寺っ

1防腐・防カビ木材

2防腐・防カビ、寸法安定木材

3難継木材〈難懲3紙）

4坤不趣木材（難燃2鍵平成7年5月18ヨ

最終テストパス）

防腐・防カビ木材坂材（平仮鰯工》

2420x75x13（10枚、1.81,2）37.500円

防腐・防カビ、寸法安定木材板材《平榎施工）
2420x75xl3〈10枚、1.81,2）47.000円

（94年5月20日現鋤

ヱクステリァ、デブキ、パーゴラ、浴室の壁､天井材

金山町“‘樺i合テクノパル山形工堀

山形県覇圧市大字泉田宇住逼栗216
TEL0233Z524418

FAXO233－25－233‘f

▲図①国産材利用の新商品情報の例

休業技術No.6461"6.]
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－ドブック」を参照しながら，市場別，商侃I別，時系｜

列の3種類の検索が可能であり，このことが大きな特｜
徴になっています。

市場別情報は市場コードと年月を入力すると，対象｜
市場の主な取扱商品について市円ごとの価格が表示さ’

れます｡図②は市場コードが1322である㈱東京第一木，
材市場における1995年10月の検索画面です。

また商品別情報は商品コードと年月を入力すると，

対象商品を取り扱っている市場の市日ごとの価橘が表

示されます。さらに時系列情報では市場コードと商品
コードを入力すると，対象市場における当該商品の価

格が過去1年分について表示されるため，価絡動|剛を
把握するのに有効です。

そのほか，合板価格（日本合板工業組合連合会,il
本合板商業組合調べ）や流通段階別の丸太，製品の平

均価格（当センター調べ）などがデータベースに整備

されています。

②需給情報データベース
主要外材の月別，地域別（または港別）の入荷．出

荷，在庫量のデータベースです。データはF1本木材輸

入協会，日本米材協議会!,R本南洋材協議会，全国北
洋材協同組合連合会およびニュージーランド材輸入懇

話会の5団体調べによるもので，団体別，時系列の2

種類の検索を行うことができます。
団体別情報は，団体コードと年月を入力すると，対
象団体の地域別の外材入荷，出荷，在庫量，在庫率が

表示されます。また時系列情報は団体コードと地域コ
ードを入力すると，当該地域における過去1年分の外

卜材入荷，出荷，在庫量，在庫率が表示されます。図③

｜は団体コードが12である日本米材協議会における地
i域コード99（全国計）の検索画面を示したものです。

木材流通情報システムのおよその蓄積件数は，市売

市場の価格データが16,000件，流通段階別の価格が

6,000件，需給データが5,000件の合計27,000件で，

データの更新は月初めに行い，12カ月分をローリング

させています。

3.JAWICネットの利用方法について

(1)必要なハードウエアとソフ|､ウエア:JAWICネ

ットに接続するためには，パソコン（本体，ディスプ

レイ，キーボード)，モデム，一般加入の電話回線およ

び通信用ソフトウエアが必要となります。モデムにつ

いては通信速度が2,400bps,NMP4以上に対応し，

全二璽タイプ',ATコマンドをサポーl､したものです。
F一一■◆こ~一己一勺一一一寺寺己･ﾛ一一二一＝＝●早｡.■早口一｡｡｡｡｡･･･凸■芭凸､■凸ら■む今.~守凸一一‐~毎一一一一÷一~÷一一一ﾛｰ*

①電子掲示板システム
Iパソコン本体はH本電気のPC-98シリーズ(LT,;

|H98系，ハイレゾ機は除く）と激士通のFMRシリーI
；ズで，メモリは640Kbyte以上を持ち，ハードディス；

iクを内蔵したものが望ましいといえます。パソコンのI
IOSはMS-DOS3.3以_l:であれば問題はありません1
1が,DOS/V,Windowsには残念ながら対応しておりI

：ません。通信川ソフトは機祁に応じたソフトを当セン；
iターから提供しています。

②木材流通情報システム
；パソコン本体は，どこのメーカーの製舶でもよく,i

I通信機能を備えたワープロにも接続できます。通偏削i
iソフ1,はパソコンの機砿に合った市販の通信ソフトを！
！ご用意ください。いずれにしても木材流通附繩システ：
Iムは大手のパソコン通信ネッ1､と接続できる喋境にあ！

：れば，問題はありません。
i__－－____._.__._=.....___-..-..........__….-........‘…..__‘.____--.._‐

(2)使用している通信回線：電子掲示板システムは

NTTの通常の電話回線2回線と東京から遠隔地の利

用者向けに通話料が安くなるNTTのパケット交換サ

ービス網の専用回線1回線を用意しています。木材流

通情報システムは富士通のFENICS同線網を使用し

ていますので，都道府県内のアクセスポイン1,に接続

すれば，おおむね市内通話料金で利用することができ

ます。＊＊土＊＊＊本＊木＊本土幸士＊＊＊菫率*寧窒****本市場別商品価格梢報(1995.10)率幸*本堂*土琴*琴*率奉**太字窯土**************本宰率素零 塞ツ。

(3)JAWICネットの加入手続
市場コード:1322(株）東京第一木材市塙
入荷量:0000元落率:000% き：まず都道府県庁の林産担当
買方数市況動向：

課または都道府県木連に加入の
商品コード名称価格差価格差価格差価格差

一一一＜－1－>く－2－－>く－－3‐-->く－－4‐－〉申し込みを行ってください。そ
201ス1.8/09/9.0/ﾄｳﾎｸ31000280028900-210028700-200309002200

れを受けて当センターから加入224ス3.0/10．5ｶｸ/1，ｸ/ｶﾝﾄｳ46000-240046600600479001300461001800
262ス3.6/1.3/9.0/ﾄｸ/ﾄｳﾎ48000120047400-6004900016005()2001200

希望者に「参加味I込霄」を送付273ス3.6/30/10.5/ﾄｸ/トウ4800013004600020004650050046000-500
277ス3.6/4.0/4.5/ﾄｸ/ﾄｳﾎ46000046000045000-1000460001000 しますので，所要の噺項を記入
340ス4.0/9.0ｶｸ/ﾄｸ/ﾄｸ"46000160046000045000-100045600600

350ス4.0/10.5ｶｸ/ﾄｸ/ﾄｳﾎｸ44800-40043000-180045000200043900-1100のうえ返送していただければ，
383ス6.0/12.0ｶｹ/ﾄｸ/"ク72700-180074000130073200-80070500-2700
405上3.0/10.5ｶｸ/ﾄｸ/ｵﾜｾ98000-2000980000980000970001000 当センターで確認し,ID番号
482と4.0/10.5ｶｸ/ﾄｸ/ｷﾕ"93200100092000-120092000091200800

などを加入希望者に通知します。532t6.0/12.0ｶｸ/ﾄｸ/ｼｺｸ145000-50001560001100016600010000150000-16000

600エゾ36/3.0/4.0/ﾄｸ/f420001000420000430001000430000
JAWICネッ|､への加入料や利711ヘ､､ｲﾂ4.0/4.0/4.5/トク410001000420001000430001000440001000

740ヘ‘,ｲﾋ4.0/10.5ｶｸ/ﾄク51500-500520005005300()1000530000 )W料金は当面は徴収しないこと

性1）ス1.8/0.9/9.0/ﾄｳﾈｸは長さl.8勘、厚さ0,9cm、幅9.0cmの東j睦のスギ野地仮を表しています｡ にしています。ただしパソコン
注2）＜-1-＞＜-2-＞＜-3-＞＜-4-＞は月のそれぞれ第1週、第2週、第3週、第4週の市日を表し 等のハードウエアやソフ1､ウエ
ています

アの導入経我や電話Inl線の使ﾊ1
▲図②市場別商品価格情報の検索画面

林業技術No.64619961
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料は加入者の負担になります。

4おわりに

JAWICネッ|､は，各地域における木材利用や価

格・需給の|群Rが収集でき，また各地域で開発された

商品,il!i報などを全陸Iに向けてPRできる特徴を持って

います。こうした本ネットの利用普及を進めていくう

えで，’|背報蓄職賦の拡大とともに，情報の付加価値向

上が大きな課題となっています。当センターにおいて

も木材関連業界や消溌稀の情報ニーズを的確に把握し

つつ,｢11ili値ある情報｣の収集，蓄積体制を強化し，本

ネットを通じて「活発な情報交流」を似|り，国産材の

需要拡大に役立てたいと考えています。

*太宰***章*＊時系列需給梢報＊********************議憩***＊

団体コード:12日木米材協緬会米材製材
地域コード；99合計

年月入荷量出荷厨在庫風率（力月）

1994/10581017612441885727L5

1994/115980735962208875801.4

1994/126121695912759084741.5

1995/016067636296138856241.5

1995/025326626030098152771'4

1995/036609756212098550431,4

1995/046407525653109304851.6

1995/057516766134601068701I,8

1995/0665245564394010772161.8

1995/0772667765201611518771.9

1995/0865514262420711828121.9

1995/09521000554000’1500001.9

注）単位は、ﾕで，最新月は概算値、のちに確定値に更新します。

▲図③需給情報の検索画面

間合先

〒112來附《郁文j;《区後楽1-7-12林友ビル21

伽u水木材総合悩報センター滞要墹進課
a()3-3816-5595FAX()3-3816-5062

愉侭ネァトワークシステムのIX唾

I3jAW1仁不寸卜

→一一脇燗佃の俺れ

二
‐ |‐－－．－‐-.-.-．‐-．－木材浪通憎銀システム 一一－

1

1

↓

l

上山…－轌二〆クー（鵠甑肝県〉

幸・ジトーヵロ善

↑↓

↑↓

11

ー一一

双方向透侭↓
←←←ー

①鎧格愉慨DBサーピス

ヰ特定木村市場の丸太・製品の市場遥悔愉恨

市珊別伝幡19機
品目別婿格情恨

市璃別品目別時羅列缶幡情稲

卑合張鎧格燗側

本洗遷段蹄別の特定地域の暢碩品単均遥格椚朝

②需給愉鞭DBザーピス

＊主要外材の地域別・糧頗郡人出荷、在庫且幡彌

構報惑矛トヮークシステふ

一

ヨ
’
麺子掲示坂〃ステム

ー

①木材利用憎幅

＊優興木透埠擬事例
＊剛激材利用の新閥品

木駕妓Wi開兜事例
＊出版物等発行事例

②国塵ｲｲ供給1W鮒

＊プレ力秒トエ明リスト
＊犬慰国儀材工期リスト

＊優良圃蛍材迩地事例
③木材紗舎燗幡ヂータベース〈下肥の

計
」
‐

木4，1総合愉眼システム

一般佃似と同じ）

郁道府県焚助会貝

一林野庁研究普及認

東京営林局指導普及課零
引 |‐木Iｵ蛇合愉帆データベースシステム

｛蔑鯛"'…”
▲図の情報ネッl､ワークシステムの榊成

＊人間データベース？･･･III6して人DB。なにやら太った人|ﾊIのことを連想してしまいそうです。本培では傭報の
情報ガイドとして特集をお送りしていますが,'l1'i報を柵るコツは,そのことをよく知っていそうな人に尋ねるこ
とです。皆様の近くに，林道の神様，治11lの神様と呼ばれる人がいると思いますが，その人こそ人DB。大いに
頼りにすべきです｡ところが,忙しくてかまってもらえないことがありますよね。乖順さえ蹄めばそんなことの
ないのが,いわゆるデータベースだと考えましょう。かつては縦み沓きソロバンといわれた時代があって，その
ソロバンも習熟するまでには時間のかかるものでした。今や談みII$きパソコンの|勝代です。習うより慣れろで
す。もっといろいろなことができますが，とりあえずパソコンはデータベースに鍬ねるための道具と考え,本号
の7つの諭碕をお読みください。人DBと本DB,それに本誌を僻れば'li'i報倍墹まちがいなし？

林業技術脚⑥､6461996．1
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""燃凌ら方まかせ

"YOURS"－緑化備報検索ｼｽﾃﾑ

財日本緑化センター
緑化技術部主任研究員

はじめに

当センターでは，緑化事業の円滑な推進を支援する

ため，緑化樹木の在庫情報，地方自治体の緑化条例，

および当センターの機関誌グリーン・エージを蓄穣・

検索する，緑化情報検索システム(Y()URS)の開発を

進めています。

1.YOURSの概要

当システムは，全国の利用者のパソコンと公衆回線

網を経由し，緑化諸情報を自動的に提供するシステム

です。

多種にわたる情報を，文字情報は利用者のパソコン

ヘ，また，文涛のイメージ情報は利用者のFAX'､,要

求によって自動的に送信します。そのために，当セン

ター内に，次の機器とソフトを設侭しています。

｜①各地のパソコンから検索を可能とするホストワー

IクステーションrH3050｣．このワークステーション
｜は、文字情報の要求を受けた場合に，まず利ﾙ1省のパ

＄ソコンに文字情報を提供します｡さらに,そのrlｺで必要」
；とするイメージ情報の要求を受けた場合,Iﾖ動的に次｜

：の光ファイルシステムへ肖動送偏の指示をlllします。
I②イメージ怖銀を管理し,利用.荷からの猯示でFAX|
｜ドI動送信する，光ディスクファイルシステムrヒット’
｜ファイルWI1｣。

’③センターlﾉ1でも検索できるよう，パソコンrPC|
|-9821Ap」で櫛成されています。
L‐‐‐‐‐‐－－－－－－‐‐‐‐‐－－－－－－－－－－．－－－－．．．－，_‐‐‐‐‐‐－－－－．．．．．－．．－．．．－．．．．．．．．．．1

2蓄積情報の内容

1）緑化樹木の在庫情報：当センターでは,｢緑化樹

木の供給可能最調査」を毎年実施しています。供給可

能畷とは，当年秋から翌年春にかけて公共・民間の造

園緑化工事に出荷可能な，一定の商品規格に達した樹

木およびグランドカバープランツの数敬をいいます。

平成7年度は，延べ631種，約’億6千8両万本の

緑化樹木等が供給可能です（表①',ixI(D)。

光ファイルに樹種別規格別数最の集計表を蓄徽し，

現状では,利用者からの電話による問い合わせに対し，

光ファイル上でその樹種を検索し,FAX自動送信によ

り利用者へ集計表を送信します（表②)。
~‐‐‐‐‐‐‐‐‐.．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．．‐．。．‐．．．‐‐‐‐．‐‐‐．．．．．．．．．．．‐‐･‘．．．．.｡．．‐‐‐；

現在，樹種別集計表は噛話による襲求を受けて，光；

ファイルを検索する手作業が介入していますが，いず；
れ,利用者がパソコンからイメージ悩報の送偏を庶接｜
指示できる，本来の仕組みに組み込む予定です。このi
樹種別在庫情報と同様に，主要樹甑のダイジェスト版I
を別途作成し,主要な公共儀関へFAX自励送儒により：

たきくにお

瀧邦夫

l情報を提供しています。
O

L■つむ古由宇ロ･--一一一今－．.一一÷÷号一一÷一一一一一一一一一一一.マー..凸凸.＝=＝一一一一一一一一一 一一一巾

2）緑化条例：地方自治体の緑化に関する条例，要

綱を検索できるもので，現在およそ3,500件を蓄積し

ています。

その内訳は，条例640件(18.3%),要綱960件(27.

4％)，要領230件（6.6％)，規則・基準・細則850｜

（24.3％)，協定50件(1.4％)，その他770件(22.0%)
などです。自治体別には，都道府県340件(9.7%),

ilj区2.540件(72.6%),町村620件(177%)などて
す。

3）グリーン・エージ掲載記事：グリーン・エージ

の創刊号(1974年1月号)から1995年9月号までの全

掲載記事，およそ4,900件を蓄積しています。

この全件を，キーワード「緑化」によって検索して

みると，968件が該当します。その内容として「緑化」

の言葉を含むキーワード検索を行うと，図②のような

ベス1，10の結果が得られます。

4）その他の緑化情報：都道府県が発行する緑化関

係の調査・計画資料について，イメージ情報として表

紙および目次部分を蓄積しています。

そのほかに，緑化資材についてはカタログ，緑化施

設については施設平面図，また，海外の緑化関連機関

については，機関誌の表紙・目次，ニューズレター，

植物リスト，施設平面図などを，イメージ情報として

順次蓄積しています。

3検索方法

「文献名｣項目に，緑化条例であれば｢○○条例」「○

○要綱｣，グリーン･エージであれば，掲載記事名に含

まれる任意のキーワードをフリーカラム検索（＊印で

キーワードを挟む)することにより，どの位置にあって

もその言葉を含むすべての条例ないし記事名を検索し

ます｡図③は,フリーカラム検索の実際例です。

ワークステーションから送信されてきた文字情報

は，利用者のパソコン上に一覧表として表示され，印

刷できます。任意の文献名について『S:詳細設定」

を選定すると，詳細情報を表示します（図④)。

林業技術N().6461996.]
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▼表①樹種群別調査樹種 Am園軍詞緑化樹木

工秘緑化

郁市綱上

緑化推進

緑化センター

環塊緑化

緑化工

緑化連動

緑化技術

緑化計画

．』辿貰
IJim1

三三
三三三三延

義

内訳 延樹種数 延規格数

高中木針葉樹
〃常緑広葉樹

〃落葉広葉樹

低木常緑樹
〃落葉樹

玉形作り類
小規格木・生垣用・砂防用樹

持殊樹

(露地栽培樹木小計）

コンテナ栽培樹木
〃グラン陰カバープランツ

38

49

91
43

32

12

40

25

(330）
144

157

228

375
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200
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体名を検索条I'l:として入力することができます。ある’

いは，グリーン・エージの掲載記事は,執兼者を特定｜
したい場合，「杵作省｣に名前を人力することで検索が｜
IIJ能です。

4．利用方法

当センターでは，龍として公共機関を対象に

YOURSの利ﾊ1を想定しています｡利用者は,通信機能

と検索機能の合体したソフトをパソコン(PC98シ

リーズ）にインストールし，モデムを準備すれば検索

が可能です。

なお，利用の詳細については直接お問い合わせくだ

さい。
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『光枚数」の数字は，光ファイルに蓄祇しているイ
メージ情報の枚数を意味しています。そこで,if意の
文献名について「F:FAX設定」「G:FAX送偏」を
選択すると，利用者のFAXに光ファイル側からイメー

ジ情報が送られてきます。緑化条例の場合など，自治
体を特定して検索したいときには，「発行機関｣に門治

間合先

〒107束京郁港Ⅸ赤坂1-9-13三食厳ピル2階
IM)ll本緑化センター緑化技術部拠当：測
a03-3585-3561FAXO3-3582-7714
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だﾝZにでもオーフ《ンま

｢緑のネット」

1．はじめに

国内のパソコン出荷台数が年間500万台を突破し，

パソコンが職場から家庭へと浸透してきた昨今，パソ

コンを新しいコミュニケーションのツールとして活用

する「パソコン通信」の利用もまた，飛躍的に増加し

ています。

財団法人ニューメディア開発協会の調査によると，

平成7年6月現在，全国で2,617局のパソコンネット

が運営されているとのことです。

そこで，当基金林業部門でも，平成7年6月1日よ

り森林・林業関連情報の提供と会員の皆様方との交流

の場として，パソコン通信，「緑のネット」を始めまし

た。この「緑のネット」をご利用される場合は，電話

料金だけで，入会金や会費は一切無料です。

現在このネットの回線数は1回線ですが，電子メー

ル，電子会議室，竃子掲示板など，主だった機能はす

べて備えています。接続の方法は下記のとおりで操作

は簡単です。

÷ヨーヨー．一一炉一■ ’｢緑のネット』の接続方法I
l.m,線番号03-3813-5106

2.通信速度2400-9600bps
3.転送制樹l手順無手順
.l.通信方式全二亜

5.同期方式非I可期

6.データピッ|､長8ピッ1，

7ストップビット腿1ピッ1，

8.パリティチェックなし

9.漢字コードシフトJIS

10受信改行コードCR+LF

ll.送信改行コードCR

12バイナリ砿送方式XMODEM.YMODEMQuick.VAK

また，接続条件は一般的な商用ネット（ニフティー

サーブ等）に準じています。したがって，皆様方がお

持ちのパソコンの一般的な通信プログラムの設定を，

大幅に変更せずに簡単に接続することができます。

なお，11月現在「緑のネット」の会員数は約200名

となっています。

2．「緑のネット」の特徴など

緑に関連した情報であればどんなことでもよろしい

のですが，だれにでもオープンなネットであることが

特徴です。また，会員になる方に特別な資格，要件等

林業技術No.6461996.1

農林漁業信用基金

｢緑のネット」運営委員長
業務推進課長

しまだしようえつ

I嶋田昭悦

肉
■油

はありません。「緑｣に関係した話題に興味をお持ちの

方でしたら，どなたでも歓迎します。

現在，会員になっていただいている方は，主として

林業・木材に関連した方ですが，将来的には一般の会

員も募っていきたいと考えています｡そのためには｢林

業・木材」に関連した情報だけとせず，一般の方々に

も魅力のある幅広い話題や情報も提供したいと心掛け

ています。

当ネットは発足して間もないこともあって，今のと

ころ会員の方々からの話題や情報の提供があまりあり

ませんが，あらゆるジャンル，あらゆる趣味をお持ち

の皆様からの話題や情報の提供をいただきたいのです。

写真やプログラム，データ，会員募集,PR薮ど何でも

結構ですので，ぜひお寄せください。

3．「緑のネット」の内容

現在蓄硫されている情報は，一般向け情報と木材関

連業者向け情報，もう一つは林野庁からの情報と，こ

の三つに大別されます。

では，それぞれの内容の概要についてご紹介します。

(1)一般向け情報：各地の四季折々の花の情報を画像

つきで紹介するコーナーや，木材や緑に関連した図書

を紹介するコーナーがあります。

花の情報は毎月2回ほど入れ替えし，図書の情報で

は新刊図書等を紹介することにしています。また，会

員の皆様の読後の感想を紹介するコーナーもあります

ので，「こんな珍しい図書がありますよ｣などの情報が

ありましたら，当ネットまでお寄せください。

このほかに，緑や森林に関連したイベン|､情報，林

野庁関連の研究機関などの技術研究情報もあります。

(2)木材関連業者向け情報：全国森林組合連合会のご

協力により全国6地域の木材価格の情報，新設住宅着

工統計，全国各地の国産材原木価格の推移など各種情

報を取りそろえています。今後はこれら情報の充実に

努め，いろいろな角度から分析し，お役に立つような

情報づくりを考えています。

このほかに，耳よりな新製品の情報や経営に関連し

た情報などがあります。



(3)林野庁からの情報：林野庁林政課広報室や業務

一・二課などのご協力をいただいて，緑のオーナー情

報や植樹祭など公式行事の案内のほかに，森林インス

トラクター，樹木医，林業技士などの情報を入れてい

ます。また，最近になって都道府県庁や各営林署から

の情報もいただいています。

4．おわりに

当ネットは発足後，日も浅いため，惰報の質・鰍と

もに未完成で試行錯誤を続けています。今後とも関係

各位のご協力を仰ぎながら，内容の充実に努める所存

ですので，皆様からのご教示.ご意見をお願いする次

第です。

将来，この小さな「緑のネット」が森林・林業およ

び木材関係者の情報発信基地となり，また，さらに一

般の方々との交流の場となることを期待しながら，情

報づくりに取り組んでいます。

蓋及活動を玄鍔する

｢林業普及ネット」

はじめに

「林業普及ネット｣は，全国の林業普及組織をパソコ

ン通信方式によって結び，互いに情報を入手したり発

信したりすることができるネッl､ワークシステムです。

このパソコン通信方式によるシステムは，林野庁か

らの助成・指導の下で，平成4年8月から㈹全国林業

改良普及協会において運用を行っています。

今日における林業普及指導事業の対象純朋は，森

林・林業の重点の変化や拡大に伴って，大変広がって

きています。日常の林業普及活動を効果的に進めてい

くためには，これまでの知識や経験に加え，多様な情

報の入手源を確保して，新しい情報を取り込んでいく

ことが必須となります。そうした意味で，この林業普

及ネットも有力な情報源の一つになるといえましょう。

1．運用の趣旨

都道府県の林業普及指導職員が行うさまざまな普及

活動を情報面から支援するため，これら職員等が必要

とする情報をパソコンから直接検索して入手したり，

中央情報の迅速な入手や地方相互間の情報交流を促進

しようとするものです。

2加入利用の対象と加入状況

林業普及ネットの加入利用は，当面は，原則として

29

なお，当ネットのメインメニュー等は次のとおりで

すので、ぜひ一度アクセスしてみてください。

『…~...､→－~.…~~~~...~~~~…...一~－．－－~~~..…~.~－－－
メインメニュー

｜［1］緑の広場’2］耳より情報［3］ネッI､の紹介
II4]基金からの便り[5]トピックス[6]経営情報
IIPlプログラムコーナー[M]電子メールIU]端
i末環境変更[E]終了[?]ショーI､カットキー一覧

ショートカットメニュー

｜［112]緑の喫茶室11141森の教室[131]森林し
：クリエーション1132]花情報[242]木材価格情報
I1113]林政の窓ni134]緑のオーナー[2451林野
I上地売払悩報[246j土地売払現地案Iﾉﾘ図

英数字の前にウをつけて選択してください

間合先

〒112束京都文京区後楽1-7-12林友ビル5F
農林漁業備附基金緑のネット事務局
aO3-3813-5371FAXO3-3812-8842

細全国林業改良普及協会
林業普及情級センター所長

ふるまきとしまさ

古牧敏正

戸

＝

P

2

郁道府県の本庁・出先機関・試験指導機関において林

業普及指導業務を担当する組織を対象としています。

現在の加入利用会員数は，北海道から沖縄県までの

127会員（39都道府県）となっており，本庁・出先機

関・試験指導機関で林業普及指導業務を担当する組織

が全部加入済みの県も7県となっています。

3．サービスメニュー

林業普及ネットのサービスメニューの種類とそれぞ

れの主な内容は，次のとおりです。
r垂･■-凸･一士･今毎一一・今･÷守争今一口子一一一甲①ロヰーヰ幸一一一寺一一一一一一一一一÷＝●■色色寺一一一一一一一一一一一一一■･寺今今

(1)電子掲示板

｜①普及活勤等にIMI連して，関係機関からの通知･連
I絡･PR事項の入手，質問に対する関連情報の入手，利
I附会貝相互間の自LIIな意見交換や情報発信をするため
｜のシステムで,林野庁からのお知らせ．全林協からの
｜お知らせ,都道府県からのお知らせ,普及購報Q&A．
’一ナー,パソコンと通信Q&Aコーナー,利用者の広場
Iなどのサブメニューがあります。

｜②バイナリ専用掲示板は,罫線入りの文書･データ
Iやプログラム類など，通常のテキスト形式以外の情報
｜を，その鍔式のまま瞥き込むための掲示板です。

(2)電子メール

(3)林業普及情報データベース

林業技術No.6461996.1
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センター側の光ファイリング装置に格納している林

業普及情報を，利湘会員が直接検索・指定して人手す
るためのシステムです。

このシステムの活用により，新しい技術の適用や地
域づくり・イベントなどの企WIIiに当たって類似の現地

事例備報を収集したり，視察地選定のための情報を収
集するなど，林業普及活励を進めていくうえで必要と
なる情報収集について，柵広い活用が可能となります。

4．データベースの蓄積情報と検索入手

これまで収集・蓄蔽の対象としてきた情報は，次の

とおりです。これらの情雑は，都道府県の林業普及指

導職員等の協力をも得て収集し，整理のうえ光ファイ

リング装悩に蓄職しています。

蓄俄件数は，現在4,600件（全林協|卿係発行誌の記

事2,580件，都道府県関係の一般向け林業広報誌等の

記事2,020件)となっており，今後も年に500～600件

のペースで蓄職していく予定です。

(1)収集情報の種類

①森林および林業・林雌業関係の技術・維営・村.お｜
こし・グループ活肋・普及活動等の現地那例情報。
②森林および林業・林産業関係の技術の解説，新商’
冊!・新技術・新研究の紹介‘悩報。
③その他普及活励の推進に役立つと兇込まれる各種’
情報。

(2)情報の主な収集源

①現地における各種林業禰勤のﾘ例を豐寓に掲救しI
ている「林業新知識」や「現代林業IJ(いずれも㈹全国I
林業改良普及協会が鯨月発行）の主な記事(1986年以I
降分)。

②活発な活動を行っている各地の林業研究グﾙー ブ｜
の活動事例を紹介している｢林研グループ活動事例集」！
（全国林業研究グﾙー プ連絡協議会が嫁年発行)の記事i
（1990年以降分)。

③都道府県またはその関係団体が発行している林業I
関係の「一般広鞭誌／試験研究広報誌／瞥及活動等広｜
報誌」に掲級の記耶（1989年以降分)。

(3)情報蓄祇の形態

蓄積傭報は，1件ごとに本体･'宵報と管理情報から幟｜
成されています。

①管理情報：蒲職する'附糀それぞれの標迩・出典．｜
情報提供者・キーワード・抄録等の付腰‘|宵報で，キー｜
ボード入力‘附報です．この'liW報は利川会員側のパソコ1
ンで出力可能です。この符jll!情報は次の8つの分類項1

1-1に区分して椿隙しています（カッコ内の数字は現在｜
の蓄破件数)。01…lllづくりと丸太生産（約1,1801
件)，02．．木材の利用(870)，03…特州林産物の生産・I
加工･流通(590),0:l…森林の多様な利朋(390),05…1

経営活動と地域の活性化（90())，06…担い手とその青I
成（230)，07･海外の森林と林業･林産業（80)，08．．．I
その他の情報(360)。なお，キーワードはフリーキー｜
ワード方式によっており，携砿する情報1件ごとに,I
都道府県・市Ⅲ｢村措／植物・勤物・微生物名／その他；
当該|背報の内容を特徴づける禰など,10個以内で付け1
ることにしています。

②本体情報：本体傭報は．雑誌等の記事そのものでI

休業技術No.6461996.1

あり，スキャナ人ﾉJ情報です。情縦1件当たりの分燈

は平均でA4判2枚程度です。これは利用会員側のパ
ソコンでは出力できませんが，手近のファクシミリに

出力することができます。

なお，林業関係の公的機関に所屈している以外の方

の署名入り記事は，著作権制度との関係から管理梢報
の収録のみにとどめ，本体傭雑は収録しておりません。

(4)蓄積情報の検索入手

管理情報を対象として，探索しようとする情報が収
録されていると見込まれる分類項11を選び，通常は任
意のフリーキーワード（半角のカタカナ10文字以内）

で検索し，必要に応じてこれを綴り返し探索しようと

する情報を絞り込みます。

検索結果は，利用会員側のパソコンにより僻理|W'報
を，ファクシミリにより本体惰糀を入手することがで

きます。

5ネットワークの構成

林業普及ネットの榊成は，全林協内にホスト機（ワ

ークステーションとこれに接続されている光ファイリ

ング装置)を置き,NTTの通常の晒話|hIM(公衆1面|線）

またはパソコン通信で一般的に使われるTri-P(トラ

イピー)Igl線を介して利用会員側のパソコンと結ぶ，

ごく一般的なパソコン通信の方式となっています。

6．通信回線と通信条件

林業普及ネットに接続できる通信回線は，現在のと

ころNTTの通常の直通電話回線21nl線とTri-P専

用回線2回線となっています。

このうちTri-PFI線は,㈱インテックが運営提供し

ているパソコン通信用の同線で，東京から中・遠距離

地に所在する利用会員が，通常の電話回線による市外

通話料金に比べてより低廉な通信料金でパソコン通信

に利用できるようにするものです。この同線へのアク

セスポイントは,現在,国内各地の94都市に配置され

ています。

また，林業普及ネッl､を利IWするための通信条件は，

パソコン通信でごく一般的に使われる全二重雌手順と

いう方式によっており，対応通信速度は2400bps

(300～2400bpSに対応）となっています。

7．利用に必要な機器とソフト

林業普及ネットを利用するうえで必要な機器とソフ

トは，一般のパソコン通信に使われる市販のものを川

います。

もし既存のパソコンや篭話1n1線が利用できるならば，

あとはモデムと通信ソフ1､を用意すれば通信が可能と

なりますので，5万円程度の投資ですみます。

こうした林業普及ネッ1､の利用環境が整えば，他の

大手の商用ネッl､をはじめとする各種のパソコン通信



ネットも利用することが可能となり，さらに情報源の

多様化・為腱化を図ることができます。

8．加入手続きとID番号等

林業普及ネットは主に都道府県の林業普及指導事業

を支援する性格のものでありますので，原則としてゲ

スト利用（一般公開）の取扱いはしておりません。

"I1人手続きは，部道府鼎側から所要事項を記救した

｢林業普及ネッ1､利H1｢|'込書｣を主催省側に送ってもら

い，主催者lllllでその記戦内容を確認のうえ登録業務を
行いID番号等をII1込者に通知する方式によっていま

す。

林業普及ネットに接続する際には，センター側から

通知されたこのID番号(識別番号）とパスワード(暗

証番号で利Ⅱj会員側での変更が可能）を提示して，あ
らかじめ登録された会員であることを証明する必要が

あります。

なお電子メールの利用に当たって相手先を特定する
には，このID番号を用います。

9．加入利用料金

現在は林野庁の術助説業の中で運用しており，利用

に必要な機器・ソフトの購入費や通信回線の開設・使

用料などの利用側で負組する経賀のほかは，当面は不

要の扱いとしています。

}］

10．利用時間

林業普及ネッ1,は，原則として次の利用停l上期間を

除き24時間利用できます。

利用停止期間

①金曜日・祝休日前日の17時から月暇日・祝休日翌
「Iの10時までの間｡②年末年始とゴールデンウイーク
の期間(その都度予告)。③林業普及ネットの巡俳lに必

典な保守・改良作業等の間。④林業普及梢報データベ

ースの入力作業に要する期間。⑤天災不可抗力等によ
り林業普及ネットの運営管理が不可能となる期間。

おわりに

岐近では，新聞やTVで"マルチメディア”“インタ

ーネット""Windows95"などの言葉を聞かないllは

ありません。新しい情報流通の仕組みがこれからの社

会を規定し変革をもたらす時代へと移行しつつある中

で，森林・林業分野においても，こうした時代の進腰

に取り残されないような対応が求められているのでは

ないでしょうか。

間合先

〒107束京都港区赤坂1-9-13三会堂ピル7階

#0余国林業改良普及協会林業普及情報センター
"03-3583-8461FAXO3-3583-8465

-ｼ綴の祁騨も可諾まユニーク〃善龍
●森林総合研究所図書館
aO298-73-3211(内線238=資料係）〒305茨城県稲敷

郡茎崎1111'松の腿1森林総合研究所企画調整部資料課／
交通=JR常磐線牛久駅からタクシー約15分／特色＝

森林・林業・‘林産業に関する世界的規模の研究情報の集

祇機関として世界的にも高い評価／開館＝平日の9：
00～12:00,13:00～16:30/外部利用者は閲覧のみ可。

貸出不可。レファレンス可／複写＝同館複写室内林業科

学技術振興所（内線241）で可（有料)／森林総合研究所
内に食堂あり。

●国立国会図書館支部林野庁図書館
"03-3501-0964(直通）〒100束京都千代田区霞が関1

-2-1合同庁舎鋪1号館71勝ドアNQ714/i交通＝地~ド鉄

丸ノ内･ロ比谷･千代田線霞ケ|卿駅.ド巾徒歩2分／特色＝

日本林制史溌料(IH藩時代～明治4年),林政史費料･林
業発遮史撤料（明流‘|年～昭和29年)，ほか森林・林業
にかかわる海料／利川時間＝9：3()～12:00,13:15~

17:00/休館＝土．H・祝11,征月第3火曜口,1228~

14／簡単なレファレンス可／複写＝資料相談室(南別館
1階）で可（布料)／地ドに食堂あり。

●国立国会図書館支部上野図書館
公03-3821-3786〒110東京都台東区上野公園12-49／

利用できる人＝満20歳以上の方／交通=JR山の手線

上野駅から徒歩10分,京成電鉄博物館動物園駅から徒歩

1分／特色＝大正12年以降の国内のほとんどの博士論
文(約30万人分)を所蔵／開館時間＝9：00～16:30/ik

館＝土・I1．祝日（日曜の場合翌R),毎月の末1コ（土・

HII剛の場合前日),12.27～1.4/簡単な所蔵調査程度の問

合せ可／腹写＝可（開館日の13：30～16：00)／地"ドに
食懲あり。

●国立国会図書館支部農林水産省図書館
a03-3502-8111(内線3038,閲臓･レファレンス）〒100

東京梛千代II1区砿が関1-2-1合同庁舎第1号館1階／
学生はゼミ教授の紹介状が必要／交通＝地下鉄丸ノ内．
H比谷・千代田線霞ヶ関駅下車徒歩2分／特色＝林業分
好を含め股・水分野を中心に広範囲な図謹類を所蔵／開

館時間＝9A45～11:45,13:15～16:45/休館＝土・
|-1．祝11,振替休n,1228～1.4,毎月1日（体｢Iの場合

翌n),臨時／簡単なレファレンス可／複写=(M農林弘済
会溌料相談室を紹介（有料で可)／地下に食堂あり。

＊臨時休館もあるので，利用前に確認しましょう。＊身分を証明するもの（運転免許証，学生証等）を持参した
ほうがよいでしょう。＊利用方法などは係の人によく聞いて，ルールを守って利用しましょう。＊特に複写は，
著作権法を守るよう心がけてください。全文複写の際には，あらかじめ著作権者の許諾書を得ておくようにしま
しょう。ひょっとしたら、それならばと著作権音から一冊もらえるという幸運があるかもしれませんよ／
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畳
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

実
は
、
こ
の
九
十
九
歳
翁
の
よ
う
に
、
長
生
き
し

て
い
る
方
々
で
、
朝
茶
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
る

方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
の
空
腹
時
に
濃
い
茶
は
よ
く
な
い
で
し
ょ
う
が
、

穏
や
か
な
薄
茶
で
し
た
ら
眠
気
さ
ま
し
に
よ
く
、
食

欲
も
出
て
き
ま
す
し
、
さ
ら
に
腸
を
刺
激
し
て
通
じ

を
よ
く
し
ま
す
。

散
歩
と
茶
の
効
用

現
在
の
日
本
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
〃
長
寿
列
島
″

み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、
長
寿
村
は
各
地
に
あ
り
、

海
辺
の
場
合
は
海
の
近
く
を
散
歩
し
、
内
陸
部
の
場

合
は
畑
な
ど
の
野
良
道
な
ど
を
軽
く
歩
き
、
そ
れ
か

ら
お
茶
を
一
服
し
て
、
朝
ご
は
ん
と
な
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
起
き
が
け
に
朝
茶
を
ち
ょ
う
だ
い
し

て
か
ら
散
歩
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
朝

茶
は
、
ま
さ
に
〃
長

生
き
の
妙
薬
″
み
た

い
な
も
の
で
、
そ
の

よ
う
な
習
慣
を
身
に

つ
け
て
い
る
〃
長
生

き
さ
ん
″
た
ち
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
も

お
ば
あ
さ
ん
で
も
、

例
外
な
し
と
い
っ
て

い
い
く
ら
い
に
、
実

に
よ
く
笑
う
の
で
す
。

健
康
状
態
が
よ
い

か
ら
、
心
の
ゆ
と
り

が
生
ま
れ
、
そ
れ
が

明
る
い
笑
い
を
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
ね
。

田
舎
の
道
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
起
伏
が
あ
り
、
そ

こ
を
一
歩
一
歩
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
。
ま
さ

に
、
一
歩
進
む
ご
と
に
四
秒
長
生
き
す
る
と
い
う
、

ア
メ
リ
カ
の
博
士
の
御
説
ど
お
り
の
生
活
で
、
一
日

が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
前
後
に
お
茶
を
飲
み
ま
す
。

お
茶
の
渋
味
の
も
と
は
カ
テ
キ
ン
と
い
う
成
分
で

体
の
老
化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
老
化
と
い
う

の
は
、
体
細
胞
が
酸
化
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
酸

化
を
防
ぐ
力
が
強
い
の
が
カ
テ
キ
ン
。
発
ガ
ン
物
質

の
働
き
を
封
じ
込
め
た
り
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
と

い
っ
た
成
人
病
の
予
防
効
果
が
き
わ
め
て
高
い
の
で

す
。

お
茶
に
は
、
ま
た
、
眠
気
を
さ
ま
し
て
疲
労
を
回

復
す
る
成
分
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
イ

ン
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
成
分
は
強
心
作
用

で
も
有
名
で
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
、
心
臓
の
機
能

を
盛
ん
に
し
て
利
尿
作
用
を
促
進
す
る
働
き
が
あ
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
風
邪
の
予
防
な
ど
に
も
役
に
立
つ
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
や
若
返
り
の
ビ
タ
ミ
ン
と
か
、
不
老
長
生
の

ビ
タ
ミ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
職
徹
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
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物
見
遊
山
は
長
寿
の
〃
薬
″

「
階
段
を
一
段
昇
る
と
、
四
秒
寿
命
が
延
び
る
」
と

発
表
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ビ
ッ
ト
ヘ
リ
ン
ト

ン
博
士
で
す
が
、
さ
ら
に
、
徒
歩
や
階
段
上
り
を
し

て
、
週
に
二
○
○
○
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
で
き
る
人
は
、

じ
っ
と
し
て
い
る
人
に
比
べ
、
死
亡
率
が
三
分
の
一

か
ら
四
分
の
一
は
低
い
そ
う
で
す
。

健
康
を
保
つ
た
め
の
運
動
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
て
、
持
続
性
も
高

い
の
は
歩
く
こ
と
。

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
骨
が
丈
夫
に
な
り
、
筋
肉
も

発
達
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
心
臓
の
機
能
も
よ
く
な
り
、

血
行
も
ス
ム
ー
ス
に
な
り
ま
す
か
ら
、
自
然
に
健
康

体
と
な
り
、
長
生
き
に
も
役
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

も
の
み
ゆ
さ
ん

江
戸
時
代
、
江
戸
の
人
た
ち
は
よ
く
物
見
遊
山
と

轆
轆
溌
溌
溌
醗
畿
椴
磯
醗
醗
醗
駿
駿
溌
醗
畿
醗
溌
醗
雛
醗
溌
醗
醗
識
醗
）

霧
議
鍵
耀
霧
蕊
灘
識
灘
灘
柵
織
織
議

懸
織
職
錨
繍
灘
柵
郷
職
職
柵
織
澱
聯
織
職
職
柵
職
聯
職
縦
蜘
織
職
繍
職

蕊
畿
毅
殺
醗
醗
醗
駿
醗
醗
鰻
畿
識
畿
醗
駿
殺
溌
殺
駿
磯
》

》
聯
撫
聯
総
譲
職

蕊
殺
醗
殺
駿
醗
醗
畿
駿
殺
畿
醗
鰻
醗
駿
溌
馥
畿
鰻
溌

蕊
醗
醗
醗
畿
溌
溌
醗
磯
駿
殺
磯
醗
駿
畿
駿
殺
駿
駿
醗

民
勤
赴
乱
ヲ
烏
勤
．
ｘ
ａ
フ
時
勤
虻
Ａ
ヲ
悪
へ
副
虻
ａ
ブ
涛
劇
Ｋ
ａ
ブ
涛
劇
虻
念
割
望
國
又
へ
動
又
ａ
プ
時
勤
翼
〈
勤
叉
へ
勤
望
ａ
ワ
角
勤
又
ａ
ワ
灸
鋤
又
ａ
ワ
ヘ
ａ
ブ
涛
動
Ｊ
へ
、
勤
湛
〈
動
又
ゞ

い
っ
て
、
寺
社
め
ぐ
り
や
郊
外
の
花
見
、
川
遊
び
な

ど
に
出
か
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

一
日
を
か
け
て
、
の
ん
び
り
と
物
見
を
す
る
わ
け

で
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
車
な
ど
走
っ
て
い
ま
せ
ん

か
ら
、
排
気
ガ
ス
も
な
く
、
酸
素
も
新
鮮
で
空
気
の

質
も
よ
く
、
体
細
胞
の
若
返
り
に
大
い
に
役
に
立
っ

た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

寺
社
や
郊
外
の
人
の
集
ま
る
場
所
に
は
、
た
い
が

い
茶
屋
が
あ
り
、
美
し
い
娘
さ
ん
が
い
て
ダ
ン
ゴ
や

餅
、
お
茶
な
ど
を
求
め
に
応
じ
て
売
っ
て
く
れ
ま
す
。

寺
社
は
高
台
や
山
の
中
腹
な
ど
に
あ
る
場
合
が
多
く
、

参
詣
や
見
物
す
る
た
め
に
は
石
段
を
上
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
石
段
を
上
る
こ
と
自
体
が
、
血
行
を
よ
く
し

心
臓
や
骨
を
丈
夫
に
す
る
〃
長
寿
法
″
な
の
で
す
が
、

境
内
に
は
茶
店
が
あ
っ
て
、
お
茶
を
飲
む
こ
と
が
で

朝
茶
を
楽
し
ん
で
長
生
き

お
茶
を
飲
む
風
習
が
普
及
す
る
の
は
、
江
戸
時
代

に
入
っ
て
か
ら
で
す
が
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
食
鑑
』
と
い
う
、
食
べ
も
の

や
飲
み
も
の
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
薬
効
や
食
効
な

ど
を
詳
細
に
記
し
た
書
物
の
中
に
、
「
ち
か
ご
ろ
、
江

戸
の
俗
習
に
、
常
に
朝
食
の
前
に
、
ま
ず
煎
茶
を
数

杯
飲
む
が
、
こ
れ
を
朝
茶
と
称
し
、
婦
女
が
も
っ
と

も
よ
く
好
ん
で
い
る
」
と
あ
り
、
当
時
、
朝
茶
が
た

い
へ
ん
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
同
書
は
、
女
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
男
性

や
お
年
寄
り
も
朝
茶
を
飲
ん
で
お
り
、
そ
の
お
茶
の

働
き
で
長
生
き
し
て
い
る
人
た
ち
も
少
な
く
な
い
と

も
述
べ
て
い
ま
す
。

朝
茶
と
い
う
と
、
ぜ
ひ
と
も
紹
介
し
た
い
、
素
晴

ら
し
い
男
性
が
い
ま
す
。
島
根
県
の
方
で
、
今
年
九

十
九
歳
に
な
り
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
に
元
気
で
、
朝

起
き
る
と
、
ま
ず
朝
茶
を
三
杯
飲
み
、
そ
れ
か
ら
外

出
し
て
近
く
を
ひ
と
回
り
し
て
か
ら
家
に
帰
り
、
朝

食
に
か
か
り
ま
す
。
お
体
が
柔
軟
で
、
足
を
前
に
伸

ば
し
て
畳
の
上
に
坐
り
、
前
こ
ご
み
に
な
っ
て
額
を

き
ま
す
。
実
は
、
そ
の
お
茶
こ
そ
た
い
へ
ん
な
長
寿

ド
リ
ン
ク
な
の
で
す
。
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の
木
種
に
、
青
、
識
、
赤
の
烏
の
羽
を
つ

け
た
羽
根
。
そ
の
羽
根
を
空
中
高
く
ほ
り
上
げ
る
と
、

ク
ル
ク
ル
舞
い
な
が
ら
落
ち
て
く
る
。
そ
れ
を
受
け

て
羽
子
板
で
つ
く
。
何
と
も
い
え
な
い
乾
い
た
音
が

冷
た
い
冬
の
空
気
の
中
に
響
き
わ
た
る
。
桐
と
ム
ク

ロ
ジ
の
種
と
の
出
合
い
の
音
も
記
憶
し
て
い
る
。

音
と
い
え
ば
「
こ
つ
ぽ
り
」
。
こ
れ
も
桐
。
赤
い
う

る
し
塗
り
、
金
で
松
竹
梅
の
絵
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い

た
。
鈴
が
つ
い
て
い
た
。
私
は
晴
着
を
着
せ
て
も
ら

も
回
し
て
い
る
。
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。

だ
け
は
天
才
の
よ
う
な
子
も
い
た
。
こ

れ
は
冬
の
遊
び
だ
っ
た
の
か
。
コ
マ
は

何
の
木
で
作
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

女
の
子
は
羽
子
板
を
買
っ
て
も
ら
う

楽
し
み
が
あ
っ
た
。
体
の
大
き
さ
に
合

わ
せ
て
買
う
。
部
屋
の
飾
り
に
買
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
黒
く
て
丸
い
ム
ク
ロ
ジ

き
た
。
戦
後
五
十
年
、
日
本
の
国
で
は
門
松
よ
り
も

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
目
立
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
遊
び
も
変
っ
た
。
コ
マ
を
回
し
て
い
る

男
の
子
を
見
か
け
な
い
。
昔
は
正
月
を
前
後
し
て
思

い
出
し
た
よ
う
に
コ
マ
遊
び
が
始
ま
っ
た
。
兄
も
宝

物
に
し
て
い
た
コ
マ
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
ど
こ
で

て
の
ひ
ら

も
コ
マ
を
回
す
。
机
の
上
、
タ
タ
ミ
、
道
で
も
掌
で

も
回
し
て
い
る
。
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。
コ
マ
回
し

〕
甦
汽
牛
や
訓
信
限
１
つ
ア
（
″
心

胎
”
ん
、

、
つ
か
柵

っ
て
、
化
粧
を
し
て
も
ら
い
「
こ
つ
ぽ
り
」
を
履
い

て
目
的
も
な
く
表
に
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
。
コ
ツ

ポ
リ
コ
ッ
ポ
リ
、
チ
リ
リ
ン
チ
リ
リ
ン
可
愛
い
い
音

も
く
れ
ん
が

だ
っ
た
。
表
の
道
は
木
煉
瓦
で
舗
装
さ
れ
て
い
た
か

ら
石
の
上
を
歩
く
よ
り
も
優
し
い
音
が
し
た
。
木
と

た
え

木
が
醸
し
出
す
妙
な
る
音
と
い
う
の
か
。

床
の
間
に
は
大
き
な
鏡
餅
が
三
方
の
上
に
戦
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
正
月
の
威
厳
を
示
す
も
の
だ
。
白
木

に
青
い
シ
ダ
の
葉
が
よ
く
似
合
う
。
餅

ひ
の
上
に
白
コ
プ
を
垂
ら
し
串
柿
と
ダ
イ

ム
一
心
ダ
イ
が
ひ
と
つ
。

い
た
り
、
本
を
読
ま
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
。

「
柿
」
世
界
中
柿
は
「
カ
キ
」
で
通
じ
る
。
原
産
は

日
本
と
中
国
。
日
本
で
は
千
年
以
上
の
栽
培
の
歴
史

が
あ
る
。
山
柿
の
渋
い
の
で
も
干
せ
ば
渋
が
甘
味
に

変
る
こ
と
を
知
っ
た
先
人
は
そ
の
喜
び
を
伝
え
広
め

た
。
柿
は
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
る
。
干
柿
に
す
る

と
保
存
性
と
携
帯
性
が
同
時
に
生
ま
れ
る
。
冬
の
日

ざ
し
と
風
が
作
り
出
す
味
わ
い
だ
。
お
正
月
さ
ん
に

ダ
イ
が
ひ
と
つ
。

「
な
ぜ
串
柿
と
ダ
イ
ダ
イ
な
の
か
」
と

真
剣
に
考
え
た
の
は
四
十
歳
過
ぎ
て
か

ら
。
「
大
人
に
な
っ
た
ら
わ
か
る
」
と
母

が
言
っ
て
い
た
が
い
ろ
い
ろ
の
人
に
間

お
供
え
す
る
の
は
人
間
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
か
ら

だ
ろ
う
。
串
に
柿
十
こ
。
両
端
に
ふ
た
つ
ず
つ
、
そ

れ
を
ナ
ワ
に
連
ね
る
。
両
端
二
こ
二
こ
中
は
六
こ
。

こ
れ
を
「
ニ
コ
ニ
コ
ナ
カ
ム
ッ
マ
ジ
ク
」
と
言
葉
を

作
っ
た
。
笑
っ
て
暮
ら
そ
う
。
仲
良
く
暮
ら
そ
う
。

日
本
初
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ッ
干
柿
。

横
。
こ
れ
も
正
月
に
飾
る
意
味
が
あ
る
。
「
ダ
イ
ダ

イ
は
代
々
」
に
つ
な
が
る
。
き
っ
と
名
前
が
後
に
つ

い
た
の
だ
ろ
う
。
木
を
見
る
と
よ
く
わ
か
る
。
去
年

の
実
が
残
っ
て
今
年
の
実
が
育
っ
て
い
る
。
食
酢
と

し
て
の
必
要
性
よ
り
も
日
本
人
は
子
孫
繁
栄
の
思
い

の
ほ
う
が
強
い
。
め
で
た
い
。
め
で
た
い
。

ユ
ズ
リ
ハ
を
鏡
餅
に
添
え
る
風
習
も
同
じ
だ
。
名

前
も
ダ
イ
ダ
イ
と
同
じ
よ
う
に
木
を
観
察
し
て
い
た

人
が
感
激
し
て
名
付
け
た
の
だ
ろ
う
。
「
若
葉
が
伸
び

て
か
ら
古
い
葉
が
落
ち
る
」
か
ら
。
ユ
ズ
リ
ハ
の
狭

く
長
い
楕
円
の
葉
は
紅
色
の
葉
柄
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
「
紅
」
を
添
え
る
こ
と
も
め
で
た
さ
の
う
ち
。

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、
子
孫
繁
栄
の
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
で
も
見
逃
さ
な
い
。
み
ん
な
「
め
で
た
さ
」

に
結
ん
で
い
る
。
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
っ
て
、
私
の

「
美
し
い
正
月
」
が
あ
っ
た
。
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し
て
」

を
繰
り
返
し
、
も
う
一
度
ま
ず
正
月
の
木
々
か
ら
問

い
直
し
て
み
よ
う
。
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
た
め
に
。
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毎
年
同
じ
か
た
ち
の
盆
栽
が
玄
関
に
置
か
れ
て
正

月
が
き
た
。
松
も
梅
も
小
さ
い
な
が
ら
堂
々
と
し
て

い
る
。
土
を
少
し
盛
り
上
げ
て
山
と
川
を
つ
く
り
、

白
い
砂
は
川
の
流
れ
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

笹
、
あ
る
と
き
は
福
寿
草
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た
。

物
ど
こ
ろ
つ
く
こ
ろ
か
ら
私
の
正
月
に
こ
ん
な

「
松
竹
梅
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
木
々
は
日
本

の
め
で
た
い
し
る
し
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

と
き
わ
ぎ

「
松
は
ど
う
し
て
め
で
た
い
の
」
「
常
磐
木
だ
か
ら
」

「
ト
キ
ワ
ギ
っ
て
何
」
「
木
の
葉
が
一
年
中
青
々
と
し

て
い
る
こ
と
」
子
ど
も
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

「
竹
は
Ｉ
Ｉ
Ｊ
「
竹
は
ね
、
す
ぐ
大
き
く
な
る
か
ら
」

と
か
ぐ
や
姫
の
話
を
し
て
く
れ
た
。
「
梅
は
Ｉ
Ｉ
Ｊ
「
寒

い
中
で
も
負
け
な
い
で
花
が
咲
く
か
ら
」
し
つ
こ
く

聞
く
と
大
人
に
な
っ
た
ら
わ
か
る
と
叱
ら
れ
た
。

本
当
に
大
人
に
な
っ
た
ら
自
然
に
少
し
ず
つ
わ
か

、／

先
人
の
知
恵
に
学
ぶ

正
月
の
木
々

梅
田
恵
以
子

っ
た
。
年
が
改
ま
る
こ
と
は
、
新
し
い
気
持
ち
で
新

し
い
目
的
に
向
か
う
こ
と
な
の
だ
。
一
年
の
計
は
元

旦
に
あ
り
１
ｌ
ｂ
そ
の
新
年
の
出
発
が
勢
い
が
あ
る

よ
う
に
「
木
々
」
に
思
い
を
託
し
た
。

門
松
を
た
て
る
。
床
の
間
に
若
松
。
「
破
竹
の
勢
い
」

と
は
勢
い
の
は
げ
し
い
さ
ま
。
竹
の
成
長
の
早
さ
は

か
ぐ
や
姫
が
竹
の
中
に
生
ま
れ
て
三
月
ば
か
り
で
成

人
し
た
こ
と
に
似
て
い
る
。
雄
海
し
さ
、
た
け
だ
け

し
さ
だ
け
で
な
く
、
耐
え
る
こ
と
を
教
え
る
梅
の
花

が
和
や
か
さ
を
添
え
る
。

松
竹
梅
は
図
案
化
さ
れ
て
晴
着
に
描
か
れ
食
器

の
図
柄
に
、
人
の
名
前
や
美
術
工
芸
に
と
、
日
本
の

す
み
ず
み
ま
で
こ
の
め
で
た
さ
を
受
け
継
い
で
き
て

い
る
。まつ

た
け

か
ど
ご
と

「
松
竹
た
て
て
門
毎
に
祝
う
今
日
こ
そ
め
で
た
け

れ
」
戦
前
小
学
校
で
習
っ
た
正
月
の
歌
だ
。
元
旦
早
々

（
随
筆
家
）

ノ、

粗
相
を
し
な
い
よ
う
に
。
失
敗
す
る
と
一
年
つ
い
て

邸
ら

ま
わ
る
。
祓
い
き
よ
め
て
一
年
が
無
事
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。

子
ど
も
ら
は
「
松
竹
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
大
さ
わ

ぎ
」
と
替
え
歌
で
は
や
し
た
て
た
。
粗
相
が
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
正
月
を
過
ご
そ
う
と
し
て
い
る
親

へ
の
反
発
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

私
が
「
正
月
」
と
し
て
思
い
出
し
て
い
る
の
は
、

物
ど
こ
ろ
つ
く
こ
ろ
か
ら
十
歳
（
昭
和
十
六
年
）
ま

で
の
こ
と
。
そ
の
数
年
が
複
合
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
急
に
正
月
と
い
う
雰

囲
気
は
消
え
た
。

し
ば
ら

戦
災
で
家
を
焼
か
れ
、
敗
戦
を
む
か
え
て
暫
く
は

「
松
竹
梅
」
の
め
で
た
さ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
隙
間
に
ア
メ
リ
カ
文
化
が
入
り
込
ん
で
、
日
本

で
ク
リ
ス
マ
ス
が
流
行
。
餅
よ
り
ケ
ー
キ
の
時
代
が

筆
者
紹
介
（
う
め
だ
え
い
こ
）

一
九
三
一
年
四
月
十
一
Ｎ
生
ま
れ
。

著
書

一
九
五
三
年
歌
集
「
虹
歳
」

一
九
七
四
年
「
紀
の
み
ち
す
が
ら
」

一
九
七
八
年
一
風
紀
の
散
歩
み
ち
」

一
九
八
九
年
ふ
る
さ
と
賛
歌
紀
州
路
百
曲

一
九
九
二
年
紀
州
木
の
国
「
木
々
歩
記
」
（
上
）

一
九
九
四
年
紀
州
木
の
凶
「
木
々
歩
記
」
（
下
）

他
現
在
『
卯
歌
山
市
在
住
。

さ
し
絵
…
柳
晦
節
雄
氏
。

林業技術No､"61996.1
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｡⑥第42回(平成7年度)森林｡林業写真コンクール回回

優
秀
作
品
（
白
黒
写
真
の
部
）
紹
介

特
選
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
「
わ
た
し
も
お
手
伝
ど
山
口
武
広

（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）
オ
リ
ン
パ
ス
０
Ｍ
ｍ
、
Ｆ
誠
、

ぐ
１
亥
帥
、
神
奈
川
県
大
山
に
て

主
催
・
日
本
林
業
技
術
協
会
／
後
援
。
林
野
庁

’
1

1

三席(日本林業技術協会賞)r雨の杉し

山(2)」東洋一(兵庫県明石市)ニ
コンF4,70～210ミリレンズ,F

11，1/60，兵庫県加美町にて

I

林業技術No.6461996.1
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甲

蕊蕊

灸

器

一

蕊
β

且

”U

ヘ
』一』一

、罰凶

篝議…蝿晶

黙
■
ａ
ｄ

蕊 〔F弓

､蝋

▲一席（林野庁長官賞）「木と水の美」山下亨二（北海道名寄市）キヤノンNewF-1,ズーム,F4,
オート、北海道k川梛朝[1町にて

▲二席（日本林業技術協会賞）「森林雪景色」椎名亮介（福島県白河市）ハツセル500C/M,
150ミリレンズ.F11､1/6()．福島県西郷村にて

休業技術No,6461996．1
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二
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
賞
）
「
出
荷
を
待
つ
」
柳
澤
基
惠
（
長
野
県
南

安
曇
郡
三
郷
村
）
ニ
コ
ン
Ｆ
４
、
ズ
ー
ム
、
Ｆ
略
、
オ
ー
ト
、
長
野

ｑ
県
波
田
町
に
て

三
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
賞
）
「
市
場
の
準
備
」
近
藤
和

雄
（
岡
山
県
玉
野
市
）
ニ
コ
ン
Ｆ
４
Ｓ
、
弱
～
和
ミ
り

ぐ
レ
ン
ズ
、
Ｆ
８
、
オ
ー
ト
、
鳥
取
県
智
頭
町
に
て

▲佳作「コミミズク」佐々木亮太郎（秋田県
由利郡岩城町）ニコンFE,300ミリレン

ズ,F5.6,山形県鳥海山麓にて

三席（日本林業技術協会賞)r枝打ちおわり

帰路」中村ひとみ（長崎県佐世保市）ニコン
F,24ミリレンズ､F5.6,1/30,佐賀県太
良町にて

q

林難技術No.6461996.1
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ポ

▲三席（日本林業技術協会賞）「森の仲間」川口善也(岐阜県多
治見市）キャノンEOS5,100～200ミリレンズ,F8,
1/250,北海道旭川市にて

1■

－－■一

旬

▲三席（日本林業技術協会賞）「銘木市」金泉隆行(北海道苫小牧
市)ニコンFA,25～50ミリレンズ3F16,オーI､，苫小牧港
工業団地にて

39

▲佳作「臼作り」高遠二郎（長野県南安曇郡豊科町）
キャノンEOS10,35～135ミリレンズ,F11,

1/250,長野県堀金村にて

▲佳作「ブナ原生林のこずえ」成田眞（青森市新城

平岡）アサヒペンタツクス，35ミリレンズ,F5.6,
1/125，青森県八甲田山中にて

q佳作「降雪の合掌集落」山岡千賀子（香川県綾歌郡

宇多津町）オリンパスOM30,ズーム,F8,オー

ト，富山県平村にて

林業技術No.6461996.1
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▲佳作「冬の北山杉」山本田鶴子（三重県桑名市）コンタ
ックスG1.90ミリレンズ、F8、オート

▲佳作「木製ジェットコースター驚異」大脇鐸司（岐阜
県加茂郡八百津町）ニコンFA,25～50ミリレンズ，
F8,1/250,三電県長島温泉遊園地にて

佳作「苦闘のゴール」佐藤才次郎（東京都墨田区）ニ

コンF3,F8,オーI､，江東区ウツデイランド東京に
て

▲

▲佳作rジョギング」村松悦郎（静岡県藤枝市）ライカM
6,50ミリレンズ,F8,1/250,藤枝市若王子（蓮華寺
池公剛）にて

佳作「家族A」梶本恭孝（大阪府茨木市）ペンタックス
▼Z20,ズーム，オー1､、長野県八ケ岳にて

I
I

｜
Ⅱ

ｌ
晒
湿
縁
鋤
執
患
描
翻
皿

}p

I

I

吟

M"

！I ▲佳作『積出作業」川代修一郎（岩手県盛岡市）
ニコンF2,35ミリレンズ,F8,1/125,岩手晩l
岩手郡玉山村にて

H一三一，‐一二で~孟

林業技術No.6461996.1
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獄 業爵顔行菫－賃

区分

{illl

一一凸一r一一ヶ-一

ifrlf名

i〃と洲のシンポジウム
ーIllから川からi〃から始め
る|'|然保繩」

1UIIII|

1.2(）

|丹:3()～16::1(）

中央セミナーrニッセイ緑の探1.23
険隊18:15|～20:CO

区分

中央

行,lf名

"1IIII1陳林と市民を結ぶ
fi'ilの蝿い

期間

2．16～18

11

1 月

i:lll:Nlilf/会場/ff,}f内需輔

柵海とWf蝋蝋淀化椛進機柵|/fi川県金沢市エルフ金沢2Fホール／近年、
職境災化について|%l心が1両iまり．金剛各地で「IKI然保瀧」巡肋が〃われて
いるが．洲のみならず、余地球的環境の巾における水の術畷との梢擬なIM
述という観点からrlllから川から海から」と実施する蝋蝋災化述勅の大切
さについてイi川ﾘ,↓の111例を険討し，今後の運動の推進の-･肋とする。テー
マ…1リクエストは蝋聴.淀化』。

卿ニッセイ緑の11ｲ.1,11/11本生命II比谷ピル7階岡際ホール／噂'1セミナー
は“緑，､の鑛1liらしさを紹介することによって、その僻ノミさ、ノ<切さを感
じ．人間とi'|然の共存I剛係をII2しく理解してもらうことをねらいとしてい
る，棚mli…柳llil即氏．綱減テーマ…~緑の地球大紀行｣一線と樺‘うす．森
に学ぶ～八ケ儲l1l範に鵬|;MされるI'1然と人間のドラマ～．参加人↓1(Iz>E)
…雄大500名

2 月

i§雌剛体／会場／行'If内容瀞

棚凶_|緑化惟進機柵(aO3-3262-8457)･森林と'1i民を緕ぶ制馴の災い全国
対了舜1"/1m立オリンピック記念青少年総合センター／近年，撫林や緑
化に矧・するlRl心は間まり．機会があれば活勤に参加したい人たちが急剛し
ている。そこで．繰林に興味を持っている人や森林i卿係荷を鵬め，今維の
11本の緑林のあり方について意見交換を行う。参加鋤…一般5.0()()I'1,学
生2.500111(Y"|代辮を含む)．交通磯および横油併･食憐(2汕同食7,2410
111)は|'|己f'lll!。

『…鵡喜症.;~6:2(}"~m祁祷,蝿吸亮恐､剛2if〃(噸棚.筥曝伽洞;班諏[蹄帥舶まず~1
L‐‐‐‐－－－－－‐‐‐‐‐‐－．－－．－．‐‐‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．‐‐‐‐．．‐．．．‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．‐．‐‐‐‐‐－－－－－－－．．．－．．．‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．．．‐－，

{-.............~.~.~…~.....~..~‐‐…‐．．．..~~~~~.‐‐~.一..一....…~…...…….｡.....←一一一~一~~~‐…~~~.~~~~~.~~.~.....…….1
1r林業ノート』巻末海料｢度量衡換算および木材材積単位」の'l!に次のような間違いがありましたので，訂｣Iﾐしてお詫｜

， びいたします（編築部)I

誤正誤正

！．（長さ)11(m．．…･0.6134mile→0.6213mile･(容破)IW･…･･6.4827立方尺

：．（群俄)1合…･･0.6174パインI、言0.3174パイント(英).→1尺×1尺×10尺=10,虻方尺l

’．（〃）1升･…･･64.827m3;=0.2783m'i
‘今171･(Iﾉ1法)=4.9寸平方，深さ2.7;1．，．(liliWi)1cnf･･･…1.550ill2 今0.1550in2

＝(容積64827立〃分）I．(")la･･…･0.0217acrC→0.0247acre
=110.08in3 l･(IRM)1分．…･･37.50m質→375mg

し‐‐－－－－－．‐‐．．．－－－‐‐‐‐．．－．‐‐－－－‐‐‐‐‐－－－－－－－－－－‐‐‐‐‐．．．‐‐‐‐‐‐‐．－－－．－．‐‐‐‐‐．．‐．．．‐‐－－－－－－－‐‐‐‐－－－－．－－－．．‐‐‐‐‐‐‐－－．－－－‐‐‐‐‐‐‐．』

21世紀を迎える子どもたちへのメッセージ‘／

最新第5版私たちの森林、I臆成8年1月刊行／舗柵，廓皐税込み）
＜購成＞第1章世界の心配事失われていく森林／熱帯で起きていること／温帯・亜寒帯で起きていること／
森林を失うと／子孫に何を残すか第2章森林てどんなもの木のいろいろ／森林ができるまで／森林の'|』で

は／鉱候と森林／||木の森林第3章森林はどんな働きをしているかくらしを守る／くらしを豊かにする
第4章木の秘密木の育ち方／水の中のようす第5章木を使うくらし木の性質と使い道／住まいと木材／

木材の釿しい使い方／大切な資源第6章森林を育てる植えて育てる／自然の力をかりて／木材になるま
で／いつも緑の森林を第7章みんなの森林く執樅背、森林総合研究所＝河原輝彦・鷲見博史・垰田宏

発売中／森林航測第176号
年度3回発行570円(税別，3号分購読の場合は〒込）

●森林画像データベースへの取り組み(2編)●光測定機器をﾉ11
いない林内光I1Iw測定の試み●必要な空II』写典の探し〃、他

休業技術Xo.6､161996.1
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お渉靭”種なう，
味覚を天与し，四季にわたって変

わらない温度と流量の清水がIIIす

その作物を潤し，岩魚をはぐくん

でくれる。土地の人々はこの篭を

催しく利川するために，森林に速

噛し，祁談しながらそっと施設を

作ってI然を求める人々に提供す

ることを思いついて実施している

のである。役所言葉ではこれを森

林空間利用というそうだ。現地で

は，いま1つのアイデアが2つに

なり，4つに膨らみ，ネズミ卸の

ごとくの広がりをみせている。小

I唾I林業ここにありと万丈の気を吐

いてのllllの助役さんの説明をただ

感じ入って聞いた次第。そして1

人J1たりのIII1民所得240万|リと聞

いたあるジャーナリスト氏の．ア

リャウソ,隠れ所得を入れると傭

はあるぞ。との独り言が妙に心に

残っている豊かな林業の町である。

金lll町,111形県最北部に位慨し，

秋田県と接する人口7．7千人余り，

総mifi164haの63%が山林で，

その45％が民有林｡昔からスギの

植林を親から子へ継ぎ，樹齢二百

ネズ公は知恵も繁殖も

”ドのことではありますが，ま

ずは新11引ﾘlけましておめでとうご

ざいます今年は十二支のトップ

｣冬。方角では北，時刻では真夜中

を表す。そしてネズ公。どうもあ

まりいいイメージでない。だが物

淵の'11界ではこのネズ公，けつこ

う知恵もあり愛嫡もある役を演じ

ているし，現災にも持ち前の知恵

と抜IIfの繁殖ﾉﾉで11t界中のいたる

ところでその存任を誇示している

彼等。今年は彼等にちなんで森林

も林業も木材産業もその持てる知

恵を火いに駆使し，旺盛？な繁殖

ﾉﾉを発揮してネズミ算的繁栄到来‘

と初夢を見ることにした次第。で，

その夢なるもの、いささか根拠が

あってのことで，昨年末に兇間し

た林業地がそれである。

lll形鼎小国町と金山町，典型的

な111間林業地であり，林業が地域

経済牽引の役を果たしている。し

かし，指向する林業が全く災なる

ところが面白い。

小幽II11はl11形県南西部に位潰し‘

補脇,新潟県と接する人u1l下人

余｡総lhiWi73,700haの95%をブ

ナなどの広葉樹の森がlliめている

ことから，この広大なブナ林の空

間と林業を鍛大の資源と位樹づけ

たIII1政が，いま町に息を吹き返ら

せ過疎高齢から脱却へ，若者をIIIJ

に林業に定着させつつある｡｢白い

森」と呼ぶこのブナを_正体とした

広葉樹林は，圧倒的な四季の景観

の中に静かな憩いと荒々しいまで

のスポーツ空間を提供してくれ，

祥の消薬，秋の実りの実は至柵の

I 〕本の紹介 朧修林野庁

改訂新版

監修岸本定吉・杉浦銀治・

鶴見武道

エコロジー

1

|鐸蕊割
エコロジー

炭やき指南 間伐の手引炭やき指南 図解編

発行

〒162

創森社

東京都新宿区下宮比町2-28
-612公03（5228）2270

1995年9月27R発行

A5判,128頁潮MI1,500円

行：㈱日本林業技術協会

102東京都千代田区六番町7
盆03（3261）6969

1995年10月改訂新版発行
B5判,20頁定価720円

発
〒

團

■「エコロジー炭やき指南」

岐近，炭がlli惚識され,lll付で

の伝統的炭やきも，各地の村おこ

しや伝統技術兄直し運動の中でlli

!;!lillliされているが，特に市民によ

る小附峨な炭やき運動が，水や大

気の浄化など懲らしの環境改善や

水髄ゴミのリサイクルなどのエコ

ロジー通勤に関連して活発になっ

ている。

水佛は炭やき連動のベテランた

ちによる，衆人の炭やきの手引群

で，写典やイラスI､を多用して，

手順が細かに記述されており，ド

ラム{liやきや，伏やき・穴やきな

どの方法から，松の実や枝・葉な

どの鑑償炭や竹炭・割箸炭の作り

方,野原や町!|!の空地,庭先でのや

き〃までの実際的な解説書である。

アウI、ドアのレジャーやホビィ

の感覚で，楽しみながら炭やきを

覚えるとともに，現代の篠らしの

1|:で炭を生かす意義を理解できる

本J､は，炭やき運動だけでなく，

エコロジー運動などに関心を持つ

〃々に役立つと思われる。

＊＊＊

■「間伐の手引図解編」

わが国の1000万haを超える人

E林も，その多くが間伐をなお必

要とする林齢にあり、間伐促進が

今後の林業経営の重要課題となっ

ている。

仲雛技術N《).6461996．1
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|林政拾遺抄■。
年を超す杉の'二《水が緑深い金山

杉の美林を形づくり，その名声

は知る人ぞ知る銘木産地である。

こうした歴史背景と資産を受

けての金lllllliは，木材朧業に町

づくりの命逆を託している。そ

の中心となっている金lll町森林

組合は，スギ材を利片lしての先

端加_':木材の開発と実朋化を進

め,LVL材，防腐･防虫材,PC

ウッドによる､｣･法安定・難燃材

の開発など，より付加illi値の商

い製品を|淵発することによって，

新しい木材雌業のあり方を実証

している。森林組合長は，林業

の町では林業をやる者がエリー

ト，東大卒も採用するし平均年

齢27歳｡林榊事業補助などは利

用しないで事業の白山な発想と

その実行にこそllili値があると。

ごもつともである。

多少とも関心持たれた御仁は

お暦蘇ざましに靴↑のlil形に足を

運ぶのもまた一興では．
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I
岐阜県庁の近くにある岐阜森

林文化センターを訪れた。鉄筋

コンクリー|、3階雄.1.85111f

に関するi↓#繊維誌，‘ゲ

デオなどのライブラリー

も活用されている。セン

典，ビ

として

ターが
即
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建てられている地域は準lyj火地｜
域で，廊|<，階段の内装不燃化，｜

居室の1/1装の不燃化等｡木を使｜
ううえで建築朧準法I.の|ﾉJ装制｜

限規定がある。それをクリアしI

種がらで薑るだけ水郷分を多｜
くすることに苫心が払われた。I

材料の木もできるだけ県産材を｜
使うこととしている｡壁板を｢束｜
濃ﾋﾉｷ｣や｢長良ｽギ｣の小｜
幟板で巡らしたホールはそんな｜

苦心の末の厳物である。岐阜県｜

が誇る撫濃上/ｷや“ｽギを｜
ふんだんに|史ったホールの!Pを｜
歩きながら，このセンターをLI｣|

心に県内各地の森林や木材に関｜
する脩報が浴に飛び交う｢,のこ’
とを思った。

岐阜県の21世紀の姿を揃いI

た第5次岐阜県総合計画のキー｜
ワードにr傭報化」がある。森｜

林文化センターはその受発信基｜

地の一つである。センターに集｜

積されているノウハウがﾉくいに｜
活川されることを祈念したい。

（筒）|池ﾉぐ）

の立派な雄物で平成6ｲ1iln水

||に完成した｡昭札150ｲrごろか

ら川ていた「||皮皐県の林業を象

徴する殿堂」を建てようとの描

想が笑ったもので，建物の!|!に
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はり,捌係の林材団体がずらりと

顔をそろえて入っている。2階

には森林紐合連合会，3階には

山林協会，緑化推進委員会，木

材|"|可組合連合会，林業経営荷

協会，森林|刑発公同1岐阜出張所，

猟友会，林業拙造改盤協縦会，

"111i協同組合，木材厚生ｲ1を金基

金の10M体がそれで,林材業に

関するどんなlll談事でもり|き受

けるというネツ|､ワークを組ん

でいる。

j""いの団体が知恵を出し合

うのは1階の「森の広場」であ

る。ここは水の香り，ぬくもり

でいっぱいの休憩ロビーで，約

70nfの広さを捗っている。情報

交換の場という愈味で,r情場」

と希付けられている（名付け親

は知事)｡‘附場サロンは上記各団

体の斗轆案内やその他の資料を

常IIWIIiえる‐･ﾉjで，森林・木材

ｌ
Ｉ
ｉ

本番は林野庁朧修のドで昭和

56年より初版,改訂版と版を頭ね

て，林家や森林組合指導者などを

対象とした間伐識習用として広く

利Njされてきた。小|||}子ではある

が現場に密蒲した間伐の実際につ

いて，間伐の手順とj法から，伐

採・搬lll，利州・販売まで，すべ

てカラーのイラスト，写真などを

II1心に，わかりやすく解説し，間

伐全体を理解させる描成となって

いる。

今何の改訂新版では，最近の林

業事情を反映させて，特に間伐木

の伐採・搬III,利州・販売につい

て新たに解説している。この手引

書が，健全で活力ある森林づくり

のためのIMI伐の推進に役立つこと

を期待したい。

（''水林梁技術協会／蛛屋欣二）
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験地間の叢は州せなかった。

滞在中の5月のある夜，酔いざ

ましに外に州た･なにやらシンシ

ンと降ってくるが，肩や腕にたま

るばかり。セントヘレンズ火l1lの

降灰であった。州国のとき，私の

送別会の広街が学部掲示板に擬り

出された。絵には，後方でセント

ヘレンズ火ijIの爆発，前方で私が

傘を差しながら蒸散を測定してい

る婆だった。ちなみに送別会の11W

り物は，ど派手な雨傘であった．

森林総合研究所に在職中も，洲

査というと雨が続き，ついに苦手

の研究者は私のI1隈を聞いてから

出張計画を立てるようになった。

これ以上迷惑をかけてはいけないc

蛎職の必要性を痛感した。

本題に戻ろう。雨男は遺伝する。

私は男のj亀3人を持つが，うち2

人は遠足や運動会が雨模様であっ

た。女の子を欲しがっていた私を

知る友人知人は，もう‐‐人チャレ

ンジを，というが実行しなかった。

5H寺からセミナー1森川靖の

雨男は遺伝するか

私が雨ｿ)を自覚したのは，学41ミ

時代に八ケ岳の浦聰高原で行われ

た生態学実習である。連日の雨の

中で瞬別刈り取りが行われ，層ご

との生璽測定では，試料の雨水が

じゃまで思うようにはかどらなか

った。先生は怒り||｛し，本気で

｢森川に単位をやらん」と言い出

した。

大学を卒業するまで，友人やr1

分の下浦の')1つ越し，野外調森な

どはおよそ|:11繊維これだけ雨男

の私が大学院の研究テーマに樹木

の水収支を選んだことを後悔して

いる。

国の林業試験場に就職後,J1CA

の”明専II11家として，フィリピン

の造林プロに参加した。雨期にし

ても雨I1tはマニラの新記録，マニ

ラ～事業地間の|通I道は土砂崩れで

不通となり．危うく帰I玉lを逸する

こともあった。その後，乾期の3

月に訪れたことがあったが，瀧汀

機を降りたとたんにお迎えの雨が

パラリときた。しかし、このこと

は内緒にし続けた。その後盛んと

なった造林プロジェクトの多くが

乾燥地造林であったからである。

アメリカのシアトルにあるワシ

ントン大学にlイ|滞在した。乾燥

気候が森林の成長に及ぼす影諜を

調べるため、カスケード山脈の太

平洋側と内陸側にそれぞれ試験地

を設定した。しかし，その年のシ

アトルの雨11tが新記録であったよ

うに．内陸側も結柵雨が降り，試

一一

q統議繕みる日本の 、
林家における

林産物販売状況
崎17(｝ の71)() 70(｝（111可）

用材販売林家|戸当たり用材販売量一一・111:1
IMI fiOII

農林水産省「林業動態調斉」に

より,昭和60年と平成6年の保有

1I1林規模2011a以上の林家の林瀧

物販売状況を比較すると，この10

年間における林家の販売活動の変

化が明らかとなる。

20ha以上の林家のうち，林産物

を販売した林家の荊合は,昭和60

年の41．9％から､I退成6年には

35.7％まで低ドした。保有III林規

模別では，規模が大きい林家ほど

林産物販売林家の割合が高くなっ

ているものの，いずれの階I爵でも

その割合は低ドしている。

また，用材を販売した林家の割

合も全階l鱒において低下したが，

林産物販売林家の荊合の低下に比

べ，その低下の削合は小さくなっ
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また男だったら，ばかりではな

い。4人'二|は必ず雨男，うまく

いってもl澗女である。雨遺伝f

は，現征のj雇供が2対1になっ

ているように，優勢のようであ

る。メンデルの法則に従えば，

表現型は3対・1に分離する。子

供4人，人'二I増加に加担したく

ないし，世の中にこれ以上迷惑

をかけてはいけない。ちなみに，

若手研究者が結婚して女の子が

できると私に報告しなくなった。

女の子を持つと，ひがんで飛ば

される、とのうわさが流れ始め

ていた。やはり転職の潮時であ

った。

残念なことに，転職は遺伝発

現を変えない。本年,H光で行

った私の雌初の生態学実習は雨

であった。学生に責任はない。

参加学生すべてに単位を与えざ

るをえない。学生にとっておい

しい選択科F1となった。

（早稲田大学人間科学部）

ている。これは，用材以外の特用

林産物等のみを販売した林家の割

合の減少が大きいことを意味して

いる｡20ha以上の林家合計でみれ

ば，用材以外の林産物だけを販売

した林家の割合は，昭和60年の

33.0％から平成6年には22.9％

にまで低下している。なお，用材

以外の林産物だけを販売した林家

の剖合は，保有山林規模が大きい

階屑ほど小さくなっている。

用材を販売した林家1戸当たり

の用材販売城をみると，いずれの

階卿においても増加しており，

20～50ha,50～100haの階層では

10年間に約3倍となった。これは

木材価格が低下する状況の中で，

用材販売に収入を依存している林

家が，収入を確保するために販売
量を増加させていることを意味し

ている。

寺

15

灘霧團|薑蕊温’

七草粥

わが国には，正月7日に七草

粥を食べる習慣がある。宇多天

皇に，野原で摘み取った7種類

の菜を，正月7日の朝粥に入れ

て献じたのが始まりのようであ

る。元は，米・麦・小麦・粟・

黍(きび）・大豆・小豆を正月15

11に食べていたのが，いつの時

代にか特菜に変わったようだ。

わが国には，正月はおせち料

理で酒を飲み，餅を食べる習慣

があった。人々は胃腸の疲れを

案じ，錐生のためや正月料理の

後でさっぱりとした食事を求め

て，春の七草を入れた粥を正月

7｢1の棚に食べるようになった，

と伝えられている。

道穂，生活様式や食文化など

は鎧い歴史の過程でいろいろと

選択され，その結果，必要なも

のは今|jまで受け継がれている。

･じ草粥もその一つであろう。し

かし，七草粥と称しても七草が

簡単に手に入る時代ではないの

で，一般にほ青菜を1，2種類，

粥に入れて代用している家庭が

多いようだ。

地球上に生息する植物は約

30万樋といわれ，そのうち約1

〃柳が食用植物と数えられてい

るが，現在は野生種は減少し，

栽端種は増加しているのではな

いだろうか。

国連環境計画は,｢地球生物多

様性評価報告書」に地球上の生

物を1300～1400万種と推定し，

1994年の時点で絶滅のおそれ

がある希少生物は動物が5.400

砿，臘物が4.000種と推定して

いる（朝日新聞･平成7年11月

1511)。しかも，これらはバイオ

技術による生態系の破壊だけで

なく,絶滅の原因の98％は間接

的なものを含め人間が関与して

いるようだ。バイオ産業は腱業

分野で着々と実用化され，現在

では8000億円産業といわれて

いる。

わが国の農家は，以前は自家

使用作物の種苗は自分で採取し

挺苗も行ったが，今日では農家

が作る野菜の95％以上は種苗

会社が販売する種子に依存して

いる。野菜の香り，色，形や果

肉の柔らかさ，甘味など，いろ

いろと消費者の要望に合わせた

ものを作るためらしい。

継済追求の産業，生活を重視

するあまりに，自己の足元が崩

壊しかねない。生命の維持にか

かわる食料生産だけに，安全性

を第一に慎重に取り組んでほし

いものである。

このような経済，社会的背景

の中で，地域産物を資源とした

村おこしが各地に見られるよう

になったが，ぜひとも継続する

ことを望む。

今日，環境は地球規模で刻々
と変化し，病んでいる。病んで

いる地球や人類を早急にいやす

ために効果的な七草粥を作らな

ければ，活力ある快適な環境は

できないだろう。（木通）

(この欄は縄集委員が担当しています）
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遅'平成7年度第3回理事会

12/22,本会会議察において|)|州；

し,理事23名,朧辮1名,職|川5

名,参与3漁,計32名が出席した。

議題：本会会務運営について。
:動海外出張

①11/28～12/24,鈴木航測部艮，

久道祁長,アテフ主任研究戯、

12/2～24,野村航測検査部次腿，

太佃課長代哩,堀技師をネハー

ル国西部111間部流域管理計liili"

査のため|rilIRIに派適した。

②12/10～23,波辺理事､正木,淵術

第二部長,;『il旧課長代理を熱幣

林災害復I1I技術確立調査のため

フィリピン凶に派遣した。

○林業技士養成講習スクーリング

研修

12/4～9,本会において,森林評

Ⅲ部門の研修を立正大学経済学部

長福岡克也氏ほか7名を講師とし

て実施した。

◎調査研究部関係業務

12/15,膝本会,'Iz成7年度東外（

I巻I北西部グリーンフロン|､地域幣

備計画調査第llui委員会を開雌。

;6!番町クラブ12月例会

12/19,本会において､ビデオ｜息

映(①木を使って健騏的な41鋪を／

②l11岳写真ヒマラヤのIII'Ir)およ

び会員による懇親会を行った。

人事異動(12月31HN･け）

定年退職細蝶部兼事片lll尚1塁

編集部雑記・・・“吾｡g…

さざえのつぶやきII｝くのは嫌い星々冬は辰たちが一番美しく兇

だが，コタツで年礎状を読むのはいえる時節。そこで斯年早々ではあり
いものだ蕊諜はA判,B側のどちらますが星座表をハ･手に夜空の散歩と
でもないが短信をしたためるにピッ まいりましょう。本}』の刊行、とな
タリの大きさだ。ところで,公文鍔が る1月1011'|後1011#ころ真南に位

欧米iW(Iに倣いA4,ﾘに統一された｜側するのはオリオン鴫廠ですが，巡
あおりで、そこらじゆうにバカデッって､|も年後7111()l.lの睡間の'臘（'|葛

カイ印‘ドと余rlだらけのコピーが川前10時）にもlt･ﾘ位脱にあるんです
ir'lっている。‐･語ずつ|え切られる欧ね。この世の中見るものすべてが現
文と巡って．撰々の文字には読みやIIf点の姿かと恩いきや，星の世界は
すい｛jのjをさ，行数があるからA4別，今輝いている雄々やハッブル字
はll*!調にI向lかない。文化11ﾃ景を無11i禦遠鏡がとらえた星の誕生などは
槐してlnIがl酬際協調だ。だいいち資光ｲI単位の過去の湊ということにな

源のムダ使いではないか。｛:ドの初めります｡さてわが地球,生命の宿るIIII;
からニクマレ1_1で気がひけるが今年一・の犬体として彼〃の鼎々に語りた
もこれでいく。（喝二度）いものであります。（平成の玉手箱）

名人笠碁お酒の成分が杢気II!に
も漂っているような，イ|《未{1鳶始のゆ

るゆるした時のしじまに郷く．汁。碁
盤に弊ｲiがゆったりと打ち続けられ
ていく畑職いいものです。これがプ

ロ、それも川端康成の『協人』に描か
れている蕪ともなると、その得体の

知れない物凄さにl1;倒されてしまい

ます。そうかといって、待った，符て

ねえ，なんだケチ，なんだヘボ，え－
､､lili倒だ'上めちまえ，ガシャーン･･･

なんという，1噺のr笠碁』に出てくる
ような碁は，なおさらご勘弁願いた
いもんで。(II1遊亭IJjWi)
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山
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策
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結
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森
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を
め
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新
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テ
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あらゆる図形の座標・而穣・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の二一

タマヤスーバーブラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
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□

……

畷溺

’

検査済み±0｡1%の高精度
写興はスーパーブラニクスβの隙i帆タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごl購入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ……

プリンタタイプ

￥160．000

￥192．000
｜
’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

、〆
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高I朧スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、而職）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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●(社)日本林業技術協会編集i
●森林総合研究所，都道府県試

験研究機関大学'霞か83名によ’る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1.165ITI)

●<社)日本林業技術協会編集

・森林総合研究所、熱帯農業研

究センター，大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165111）

●(社)日本林業技術協会編集

＠森林総合研究所，熱帯農業研

究センター．大学ほか91名によ

る執筆

◆四/六判219ページ

③定価1.200円

（本体1,1651']）

●(社)日本林業技術協会編集

、森林総合研究所所員82名によ

る執筆

③四/六判217ページ

の定価1,010円

（本体9811リ）
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● 澱久；口’

⑲(社)日本林業技術協会企画

秒中野秀章有光－登.森川靖

3氏による執筆

③四/六判176ページ

●定価1,030円

（本体1000111）

●(社)日本林業技術協会編集

心森林総合研究所‘都道府県林

業研究機関，賎業環境技術研究

所，大学ほか73名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165111）

●(社)日本林業技術協会編集

③森林総合研究所,養殖研究所，

大学ほか79名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（木体1,165｢11）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技

術研究所，農業研究センターほ

か85名による執筆

①四/六判217ページ

●定価1,030円

（本体1.00011）
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	表1

	表2

	新年のごあいさつ

	1996年1月号目次

	特集_情報の方法ガイド_林業用語関係図書の例

	特集_情報の方法ガイド_林業関係書誌の書誌
 
	特集_情報の方法ガイド_林学関連学･研究会

	特集_情報の方法ガイド_中央林業関係団体

	特集_情報の方法ガイド_森林総合研究所の研究情報公開システム

	特集_情報の方法ガイド_最新の農林水産技術情報を運ぶ“AFFTINET”'&“AFFTIFAX”

	特集_情報の方法ガイド本格的テータベースの“RAIS”

	特集_情報の方法ガイド_木材総合情報の普及を目指す「JAWICネット」

	特集_情報の方法ガイド_緑化情報ならおまかせ_"YOURS"-緑化情報検索システム

	特集_情報の方法ガイド_だれにでもオープンな｢緑のネット」
	特集_情報の方法ガイド_普及活動を支援する｢林業普及ネット」

	日本人の長寿食22_「朝茶」と物見遊山

	先人の知恵に学ぶ-正月の木々

	第42回(平成7年度)森林・林業写真コンクール優秀作品(白黒写真の部)紹介

	林業関係行事一覧

	傍目八木_ネズ公は知恵も繁殖も／本の紹介_エコロジー炭やき指南／間伐の手引き図解編／林政拾遺抄_ぎふ森林文化センター

	森川靖の5時からセミナー1_雨男は遺伝するか／統計にみる日本の林業_林家における林産物販売状況／こだま_七草粥

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


